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29
回

腎臓病を
考える

ををををを都民の集い
慢性腎臓病患者は全国で 1330 万人とも言われ、新たな国民病として正しい知識と治
療法の理解が求められています。肥満やメタボリックシンドロームなどの生活習慣病
罹患者にはCKD（慢性腎臓病）が多く、あるいはCKDになりやすいと考えられています。
健康診断を積極的に受け、腎臓病を早期に発見して治療すれば透析治療法に導入する
ことなく、または透析導入を遅らせることができます。

一般社団法人日本腎臓学会／一般社団法人日本透析医学会／公益社団法人日本透析医会／公益財団法人日本腎臓財団／特定非営利活動法人腎臓サポート協会／
認定特定非営利活動法人腎臓病早期発見推進機構／一般社団法人全国腎臓病協議会

後
援

ＣＫＤ（慢性腎臓病）に
ついて詳しくなろう

腎臓をまもるために

50分 40分

ＣＫＤ（慢性腎臓病）の
食事療法

腎臓をまもるために　　
今すぐできる食事の工夫

東京都庁第一本庁舎
5階大会議室
〒163 - 8001 新宿区西新宿2 - 8 - 1

場所

日時

14：00～16：30（開場13：30）
2018  3 11平成 30 年

日㈰月年

講
演
Ⅰ

講
演
Ⅱ

主催　ＮＰＯ法人東京腎臓病協議会　　共催　東京都

NPO法人東京腎臓病協議会
☎:03-3944-4048 Fax:03-5940-9556 
E-mail:info@toujin.jp

お問合せ入場無料
先着250名様
事前申込み不要

総合司会  鈴木りら氏（元NHKアナウンサー）

　　　　講師
管理栄養士　坂本香織 先生

女子栄養大学管理栄養士

講師
菅野義彦 先生
東京医科大学主任教授
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R
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会
員
の
皆
様
、
新
年
あ
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

私
達
、
透
析
患
者
は
人
工
透
析
を
生

涯
続
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
最
近

の
ニ
ュ
ー
ス
で
は
、
人
工
腎
臓
の
開
発
、

ま
た
は
Ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
の
開
発
も
進
化
し

て
い
る
と
い
う
朗
報
も
あ
り
ま
す
が
、

時
間
も
要
す
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
度
は
東
腎
協
活
動
４５
年

の
節
目
を
迎
え
て
、
記
念
式
典
を
開
催

い
た
し
ま
し
た
。
改
め
て
活
動
の
原
点

に
顧
み
た
い
と
考
え
ま
す
。

「
私
た
ち
は
、
人
工
腎
と
い
う
医
学
の
進
歩
が

な
け
れ
ば
―

あ
る
い
は　

ま
た

先
輩
た
ち
が
き
り
ひ
ら
い
て
き
た

全
腎
協
運
動
の　

か
ず
か
ず
の
成
果
が
な
け
れ

ば
―

そ
し
て　

私
た
ち
を

精
神
的
に　

医
学
的
に　

経
済
的
に

支
え
つ
づ
け
て
い
る
人
び
と
が
な
け
れ
ば
―

た
し
か
に　

私
た
ち
は　

と
う
の
昔
に

尿
毒
症
で　

悲
惨
な　

死
を
と
げ
て
い
た
筈
―
」

（
全
腎
協
元
会
長　

前
田
こ
う
著
『
難

病
の
海
に
虹
の
橋
を
』
よ
り
）

少
し
人
工
透
析
の
歴
史
を
振
り
返
っ

て
み
ま
し
ょ
う
。「
金
の
切
れ
目
が
命

の
切
れ
目
」
の
時
代
よ
り
、「
昭
和
３０

年
臨
床
応
用
」「
昭
和
３１
年
腹
膜
還
流

に
よ
る
透
析
開
始
」「
昭
和
３９
年
よ
り

生
体
移
植
開
始
」「
昭
和
４２
年
よ
り
医

療
保
険
の
適
用
」「
社
保
本
人
５
割
負

担
」「
国
保
本
人
７
割
負
担
」
と
い
う

高
額
の
医
療
費
が
必
要
で
し
た
。

そ
こ
で
透
析
患
者
が
立
ち
上
が
り
、

運
動
を
起
こ
し
て
昭
和
４６
年
６
月
６
日

「
全
腎
協
」
が
発
足
し
、
翌
、
昭
和
４７

年
よ
り
「
透
析
医
療
公
費
負
担
」「
更

生
医
療
」「
育
成
医
学
」
と
し
て
確
立

さ
れ
ま
し
た
。

発
足
当
初
の
全
腎
協
の
緊
急
目
標
は

①
人
工
透
析
の
費
用
を
全
額
国
庫
負
担

に　

②
透
析
患
者
を
身
体
障
害
者
に　

③
全
国
各
地
に
腎
セ
ン
タ
ー
を　

④
長

期
療
養
者
の
治
療
費
の
保
証
を

以
上
の
４
点
を
「
当
面
す
る
緊
急
目

標
」
と
し
て
活
動
方
針
と
し
ま
し
た
。

私
た
ち
、
東
腎
協
は
４７
年
１１
月
１９
日

に
設
立
、
活
動
方
針
と
し
て
は
、

①
腎
疾
患
の
早
期
発
見
、
早
期
治
療
の

確
立　

全
都
民
の
公
費
に
よ
る
検
尿
制

度
の
確
立　

②
腎
炎
、
ネ
フ
ロ
ー
ゼ
等

の
長
期
療
養
者
の
医
療
費
公
費
負
担
と

生
活
保
障　

③
総
合
腎
セ
ン
タ
ー
の
確

立　

④
専
門
医
療
関
係
者
の
充
実　

⑤

社
会
復
帰
対
策
の
促
進

の
５
項
目
で
し
た
。

ま
た
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
し
て
は
、
社

会
貢
献
活
動
と
し
て
「
Ｃ
Ｋ
Ｄ
対
策
」

「
臓
器
移
植
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
等
を
行

っ
て
い
ま
す
。

私
達
、
透
析
患
者
は
医
療
費
が
必
要

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
先
輩
方
の
ご
尽
力

に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
、
今
後
の
活
動

に
理
事
、
役
員
一
同
健
康
に
留
意
し
頑

張
る
所
存
で
す
。

今
年
も
会
員
皆
様
に
と
っ
て
良
い
年

で
あ
り
ま
す
様
に
祈
念
申
し
上
げ
、
新

年
の
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

先
輩
方
の
ご
尽
力
に
深
く
感
謝
し
て

改
め
て
活
動
の
原
点
を
顧
み
よ
う

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
東
京
腎
臓
病
協
議
会
会
長　

梅
原 

秀
孝

平
成
30
年 

年
頭
に
あ
た
っ
て

目　

次
２
２
０
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１ 　改正内容
（ １）「先行的献腎移植（人工透析開始前の献腎移植）
の希望を公益法人日本臓器移植ネットワークに登録す
る方」を、対象者に追加しました。
（ ２）申請様式の記載事項から、性別欄を削除しまし
た。

２ 　助成対象検査日
平成３０年 １ 月 １ 日以降

今回、新たに助成対象に追加した「先行的献腎移植
希望者」は、平成３０年 １ 月 １ 日以降に腎臓移植組織適
合性様査（HLA．検査）を実施する方が対象となりま
すので、承認票の検査年月日にご注意ください。

東京都福祉保健局保険政策部疾病対策課

こ
の
度
、
東
京
都
か
ら
「
東
京
都
腎
臓
移
植
組
織
適
合
性
検
査
費
︵
Ｈ
Ｌ
Ａ
検
査
費
︶
助
成
事
業
」
要
項
お
よ
び

申
請
様
式
の
一
部
改
正
の
告
知
が
さ
れ
ま
し
た
。
雑
誌
﹃
と
う
じ
ん
き
ょ
う
﹄
で
は
毎
号
お
知
ら
せ
の
記
事
を
掲
載

し
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
の
改
正
を
機
会
に
、
改
め
て
Ｈ
Ｌ
Ａ
検
査
費
助
成
事
業
の
全
体
像
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

移
植
前
検
査
の
負
担
減
　
広
が
る

Ｈ
Ｌ
Ａ
検
査
費
助
成
事
業
の
改
正
に
つ
い
て

「東京都腎臓移植組織適合性
検査費（HLA）助成事業」
要綱および申請様式の一部改
正について

1

【担当】
東京都福祉保健局保健政策部疫病対策課
〒１６３―８００１
新宿区西新宿二丁目 ８番 １号
電 話    ０３―５３２０―４５０６（ダイヤルイン）
ファクシミリ ０３―５３８８―１４３７
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東京都では、下記のとおり腎臓移植組織適合性検査費（HLA検査費）の助成を行います。

１ 　対象者
（ １）都内に住所を有し、人工透析療法を受けている慢性腎不全の方で、献腎移植を希望す
るため、公益社団法人日本臓器移植ネットワークへ登録する方

（ ２）都内に住所を有し、慢性腎不全に係る治療を受けている方で、先行的献腎移植（透析治
療開始前の献腎移植）を希望するため、公益社団法人日本臓器移植ネットワークへ登録する方

（公益社団法人日本臓器移植ネットワークへの登録に必要な腎臓移植組織適合性検査費が一
部助成されます）

２ 　助成額
腎臓移植組織適合性検査費（HLA検査費）の一部（平成２９年度については１０，０００円とします）

３ 　検査場所
（ １）東京都と協定を締結しているHLA検査センター
・国家公務員共済組合連合会　虎の門病院　　・東京医科大学　八王子医療センター
・東京女子医科大学病院　　　　　　　　　　・東邦大学医療センター大森病院

（ ２）その他のＨＬＡ検査センター（都内及び近隣 ３県）
・昭和大学病院（東京都）　・堵玉医科大学国際医療センター（埼玉県）
・�埼玉医科大学総合医療センター（埼玉県）　・独立行政法入国立病院機構千葉東病院（千
葉県）　・東海大学医学部付属病院（神奈川県）　・北里大学病院（神奈川県）
・公立大学法人横浜市立大学附属病院（神奈川県）
※上記以外の検査センターで検査を受ける場合も、助成は受けられます。
詳細は、下記へお問い合わせください。

４ 　申請方法
Ｐ 4「申請から助成まで流れ」のとおり

５ 　書類提出先及び問合せ先
東京都福祉保健局　保健政策部疾病対策課　献血移植対策担当
所在地　〒１６３―８００１　東京都新宿区西新宿二丁目 ８番 １号
電　話　０３―５３２０―４５０６（直通）
FAX　 ０３―５３８８―１４３７

平成３０年 １ 月 １ 日以降検査を受けられる方ヘ

東京都腎臓移植組織適合性検査費（HLA検査費）
助成事業の御案内

２
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①申請書類を入手
ＨＬＡ検査センター又は下記へお問い合わせください。

②申請……次の書類を、下記の書類提出先へ提出（郵送可）してください。

・腎臓移植組織適合性検査費助成申請書（第 １号様式）
・腎臓移植希望登録依頼書（第 ２号様式）
※�下段の「透析医記入欄」は、医師が記入する欄です。透析担当医（先行的献腎移植は主治医）
に記入してもらってください。

・住民票（抄本可）※発行日から １か月以内の原本を提出してください。

③承認……当課で申請書類を受理後、承認し、次の書類を申請者の住所へ送付します。

・腎臓移植組織適合性検査費助成承認票（「センター提出用」、「福祉保健局請求用」各 １部ずつ）
・腎臓移植希望登録依頼書（写し）

④ＨＬＡ検査、助成
③で送付された書類をＨＬＡ検査センターに提出してください

ア　東京都と協定を締結しているＨＬＡ検査センターの場合
検査費用から助成額（１０，０００円）を差し引いた金額をＨＬＡ検査センターへお支払いください。
※ＨＬＡ検査後に申請する場合
上記①～③の手続終了後、各ＨＬＡ検査センターにおいて既に支払済検査費用のうち、助成額１０，０００
円の還付を受けます。還付方法は、各ＨＬＡ検査センターにお問い合わせください。

イ　その他のＨＬＡ検査センターの場合
承認票の「検査終了確認」欄への記載があることを確認の上、「請求書」、「支払金口座振替依頼書」
を添えて、下記の書類提出先へ提出（郵送可）してください。書類を当課で受理後、検査費用のうち
１０，０００円を助成（指定の口座に振込）します。
※「請求書」、「支払金口座振替依頼書」は、承認票送付時に同封します。

【書類提出先及び問い合わせ先】
東京都福祉保健局　保健政策部疾病対策課　献血移植対策担当
所在地　〒１６３―８００１　東京都新宿区西新宿 ２丁目 ８番 １号
電　話　０３―５３２０―４５０６（直通）FAX　０３―５３８８―１４３７

申請から助成までの流れ３
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○東京都と協定を締結している検査センターの場
合

・国家公務員共済組合連合会　虎の門病院
・東京医科大学八王子医療センター
・東京女子医科大学病院
・東邦大学医療センター大森病院

【手続の説明】
①被検査者は、登録依頼書への記入を透析医（先
行的献腎移植は、慢性腎不全に係る治療を受けて
いる施設の主治医）に依頼する。医師は、登録依
頼書の必要事項を記入する。
②被検査者は、申請書及び登録依頼書に住民票を

○東京都と協定を締結していない検査センターの
場合

【手続の説明】
①被検査者は、登録依頼書への記入を透析医（先
行的献腎移植は、慢性腎不全に係る治療を受けて
いる施設の主治医）に依頼する。医師は、登録依
頼書の必要事項を記入する。
②被検査者は、申請書及び登録依頼書に住民票を
添えて、都へ検査費助成申講をする。
③都は、検査費助成承認票（ ２通）　及び登録依
頼書を交付する。
④検査・登録依頼（被検査者は、助成承認票（ ２
通）と受録依頼書を検査センターへ提出）被検査

（参考）

・昭和大学病院（東京都）
・埼玉医科大学国際医療センター（埼玉県）
・埼玉医科大学総合医療センター（埼玉県）
・独立行政法人国立病院機構千葉東病院（千葉県）
・東海大学医学部付属病院（神奈川県）
・北里大学病院（神奈川県）
・公立大学法人横浜市立大学附属病院（神奈川県）

その他のHLA検査センター（都内及び近隣 ３県）
・国家公務員共済組合連合会　虎の門病院
・東京医科大学　八王子医療センター
・東京女子医科大学病院
・東邦大学医療センター大森病院

東京都と協定を締結しているHLA検査センター

⑦助成額（10,000円）
　支払い

⑤検査・確認

⑥請求 ④検査・登録依頼
　検査費支払い（全額）

③承認票
　交付（2通）

②助成
　申請

登録依頼書
記入

HLA
検査センター被検査者

東京都

透析医療機関
（先行的献腎移植は慢
性腎不全に係る治療を
受けている施設）

①登録依頼
書記入の
依頼

⑥助成額支払い

⑤請求

④検査・登録依頼
検査費支払い
（助成額10,000円除く）

③承認票
　交付（2通）

②助成
　申請

登録依頼書
記入

HLA
検査センター被検査者

東京都

透析医療機関
（先行的献腎移植は慢
性腎不全に係る治療を
受けている施設）

①登録依頼
書記入の
依頼

HLA検査費助成方法４



6No.220／2018年 1 月

添えて、都へ検査費助成申請する。
③都は、検査費助成承認票（ ２通）及び登録依頼
書を交付する。
④検査・登録依頼（被検査者は助成承認票（ ２通）
と登録依頼書を検査センターへ提出）被検査者は、
検査料金のうち、助成額１０，０００円を差し引いた分
を支払う。
なお、検査後に検査費助成承認を受けた者は、各
検査センターにおいて既に支払済検査料金のうち、
助成額１０，０００円の還付を受ける（還付方法は、各
検査センターの任意とする。）。
⑤各検査センターは、承認票（福祉保健局請求用）
の検査終了確認欄に記入し、都へ検査費助成額を
請求する（四半期毎）。承認票（センター提出用）
及び登録依頼書は、検査センターで保管する。
⑥都は、請求書類を審査の上、各検査センターへ
支払う。

者は、検査料金を全額支払う。
⑤各検査センターは、承認票（福祉保健局請求用）
の検査終了確認欄に記入し、被検査者へ渡す。承
認票（センター提出用）及び登録依頼書は、各検
査センターで保管する。
⑥被検査者は、請求書に承認票（福祉保健局請求
用）及び口座振替依頼書を添えて都へ検査費助成
額を請求する。
⑦都は、請求書類を審査の上、助成額１０，０００円を
被検査者に支払う。

東京都腎臓移植組織適合性
検査費助成事業実施要綱
第 １　目的
この要綱は、慢性腎不全の根治
療法である腎移植を推進し、も
って慢性腎不全患者の社会復帰
に資するため、献腎移植を希望
する者の組織適合性検査費を助
成し、患者の負担軽減を図るこ
とを目的とする。
第 ２　助成対象者
次の ₁又は ₂に掲げる者とする。
₁　都内に住所を有し、入工透
析療法を受けている慢性腎不全
患者で、献腎移植を希望
するため、公益社団法人日本臓
器移植ネットワークに移植希望
の登録をする者
₂　都内に住所を有する慢性腎
不全患者で、　献腎移植を希望
するため、公益社団法人日本臓
器移植ネットワークへの先行的
献腎移植（透析療法開始前の献
腎移植）希望の登録をする者
第 ３　申請手続
助成を受けようとする者（以下
「申請者」という。）は、腎臓
移植組織適合性検査費助成申請
書（別記第 ₁号様式）に、現在、
人工透析療法を受けている透析
施設（先行的献腎移植希望の登
録にあっては、慢性腎不全に係
る治療を受けている施設）の主
治医の現症記載のある腎移植希
望登録依頼書（別記第 ₂号様式。

以下「登録依頼書」という。）
及び住民票を添付して知事に申
請するものとする。
第 ４　検査費助成の決定
知事は、前記第 ３の申請書を審
査し、検査費の助成を行うこと
が適当と認めたときは、腎臓移
植組織適合性検査費助成承認票
（別記第 ３号様式。以下「助成
承認票」という。）
を申請者に交付し、承認しない
ときは、不承認決定通知書（別
記第 ₄号様式）により申請者に
通知するものとする。
第 ５　検査及び移植希望の登録
₁ 　承認を受けた者が、組織適
合性検査を受けようとするとき、
又は受けた後は、助成承認票及
び登録依頼書を、ＨＬＡ検査セ
ンター（以下「検査センター」
という。）に提出するものとする。
₂　検査センターは、組織適合
性検査結果を、公益社団法人日
本臓器移植ネットワークに登録
するものとする。
第 ６　助成の額
₁ 　助成の額は、 ₁検体の組織
適合性検査につき知事が別に定
める額とする。
₂　検査費用のうち助成額を超
えた額については、被検査者が
自己負担するものとする。
第 ₇　請求
₁　検査センターは、検査実施
後、助成承認票に検査の終了を
確認した旨の表示をした上、当

該承認票を保管し、助成額の支
払いを知事に請求（別記第 ₅号
様式）するもの　とする。
₂　被検査者が、関東・甲信越
ブロック内に所在地を持ち、か
つ、東京都と契約を締結してい
ない検査センターにおいて検査
及び登録を行った場合には、被
検査者は助成承認票の検査終了
確認欄に記入されていることを
確認した上、助成額の支払いを
知事に請求（別記第 ₆号様式）
するものとする。
第 ₈　支払
知事は、前記第 ₇の請求を受け
たときは、内容を審査の上、検
査センターあるいは被検査者に
助成額を支払うものとする。
第 ₉　その他
この要綱に定めるほか必要な事
項は、東京都と検査センターの
双方で協議の上、定めるものと
する。

附　則
₁ 　この要綱は、平成 ₇年 ₄月
₁０日から施行し、平成 ₇年 ₄月
₁日から適用する。
₂　この要綱の施行に伴い、元
衛福特第₂₁₆号（平成元年 ₇月
₁日衛生局長決定）による東京
都腎臓移植組織適合検査費助成
実施要綱は廃止する。
３　平成 ₇年 ３月３₁日以前にお
いて、前記に掲げる要綱により
助成承認票を受けた者で、　平

成 ₇年 ₄月 ₁日以降検査及び移
植希望の登録を受ける者につい
ては、この要綱による助成承認
票の交付を受けたものとみなす。
附　則（₁０衛福特第₉₈₈号）
この要綱は、平成₁₁年 ３ 月₁₅日
から施行し、平成 ₉年₁０月₁₆日
から適用する。ただし、別記第
₁号様式の改正については、平
成₁₁年 ₄ 月 ₁ 日から施行する。
附　則（平成₁₄年 ₄ 月 ₁ 日　₁₄
健サ疾第 ₁号）
この要綱は、平成₁₄年 ₄ 月 ₁ 日
から施行する。
附　則（平成₁₅　年 ３月₂₈日　
₁₄　健サ疾第₁₆０₄号）
この要綱は、平成₁₅年 ３ 月₂₈日
から施行する。
附　則（平成₁₆　年 ₄月₂₆日　
₁₆健サ疾第 ３号〉
この要綱は、平成₁₆年 ₈ 月 ₁ 日
から施行する。
附　則（平成₂０　年 ₆月₁₇日　
₂０福保保疾第₄₁₆号）
この要綱は、平成₂₁年 ₄ 月 ₁ 日
から施行する。
附　則〈平成₂₉　年₁₁月 ₁ 日　
₂₉福保保疾第₁₂₁₁号）
₁　この要綱は、平成₂₉年₁₁月
ｌ日から施行する。
₂　要綱第 ₂の ₂に掲げる者に
ついては、平成３０年 ₁ 月 ₁ 日以
降の検査実施分から適用する。
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透
析
導
入
の
要
因
と
経
緯

私
が
透
析
を
導
入
す
る
き
っ
か
け
は

健
康
診
断
で
、
血
液
内
科
の
受
診
を
す

す
め
ら
れ
た
事
で
す
。
経
過
観
察
中
、

一
九
九
九
年
一
二
月
シ
ャ
ン
ト
だ
け
で

も
作
り
た
い
と
言
わ
れ
ま
し
た
が
、
年

末
は
忙
し
い
の
で
断
り
ま
し
た
ら
、
医

師
が
主
人
を
呼
び
出
し
て
説
得
を
し
て
、

年
末
に
急
遽
手
術
を
受
け
る
こ
と
と
な

り
娘
が
小
学
四
年
生
だ
っ
た
為
、
広
島

の
義
母
に
来
て
い
た
だ
き
家
事
を
し
て

も
ら
い
ま
し
た
。
翌
一
月
初
旬
に
退
院

し
ま
し
た
が
、「
動
き
回
ら
な
い
事
・

出
来
る
だ
け
安
静
に
」
と
注
意
さ
れ
て

の
事
で
し
た
。
数
値
が
悪
か
っ
た
の
だ

と
思
い
ま
す
。
一
月
の
末
よ
り
、
透
析

を
始
め
ま
し
た
。

要
因
は
、
妊
娠
中
毒
症
の
治
療
を
行

わ
な
か
っ
た
事
で
、
転
勤
と
子
育
て
を

理
由
に
病
院
に
行
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

疲
れ
は
、
子
育
て
と
睡
眠
不
足
と
思
っ

て
い
ま
し
た
の
で
、
ま
さ
か
腎
臓
が
悪

く
な
っ
て
い
る
と
は
思
い
も
し
ま
せ
ん

で
し
た
。

手
術
を
受
け
た
病
院
で
、「
週
二
回

の
透
析
が
可
能
か
も
」
と
言
わ
れ
、
現

在
通
院
し
て
い
る
病
院
に
転
院
し
た
時
、

楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
が
、「
若
い

か
ら
ダ
メ
。
週
三
回
の
四
時
間
」
と
き

っ
ぱ
り
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
後
々
、
分

か
っ
た
事
で
す
が
、
長
時
間
透
析
の
方

が
体
に
負
担
が
か
か
ら
な
い
為
だ
っ
た

の
で
す
。
一
生
つ
き
あ
う
透
析
で
す
か

ら
、「
明
る
く
元
気
に
」
を
モ
ッ
ト
ー

に
過
ご
し
て
い
ま
す
。

透
析
を
始
め
た
頃
は
、
私
自
身
が
若

か
っ
た
事
、
娘
が
小
学
生
だ
っ
た
事
も

あ
り
、
透
析
終
了
後
、
そ
の
足
で
ス
キ

ー
に
行
っ
た
り
、
愛
知
・
広
島
の
実
家

に
帰
省
し
た
り
、
北
海
道
・
沖
縄
に
も

旅
行
し
ま
し
た
。
沖
縄
で
は
、
宿
泊
ホ

テ
ル
の
近
く
で
病
院
を
探
し
て
透
析
を

受
け
ま
し
た
。

社
会
貢
献
へ
の
思
い

東
日
本
大
震
災
後
は
何
か
支
援
を
と

の
思
い
か
ら
、
旅
行
に
行
く
事
を
決
め

ま
し
た
。
新
幹
線
と
在
来
線
を
利
用
し
、

震
災
翌
年
の
一
月
、
放
射
能
の
影
響
も

有
り
一
番
大
変
な
所
で
も
あ
る
福
島
県

会
津
若
松
に
行
き
ま
し
た
。
同
年
四
月

に
は
、
宮
城
県
の
松
島
に
、
松
林
に
守

ら
れ
て
建
物
へ
の
被
害
は
少
な
か
っ
た

そ
う
で
す
。
青
葉
城
は
、
壁
、
石
垣
の

一
部
が
崩
れ
て
い
ま
し
た
。
翌
年
二
月
、

岩
手
県
釜
石
に
行
き
、
瓦
礫
は
片
付
い

て
い
ま
し
た
が
、
跡
地
に
器
が
残
っ
て

い
た
り
、
一
階
が
壊
れ
た
家
の
二
階
部

分
で
生
活
さ
れ
て
い
る
方
、
曲
が
っ
た

ま
ま
の
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
、
無
残
な
ビ
ル

等
、
津
波
の
力
が
分
か
る
状
態
で
し
た
。

「
忘
れ
て
は
い
け
な
い
災
害
だ
と
思
い

ま
す
。」
三
県
を
訪
れ
た
の
を
き
っ
か

け
に
秋
田
・
青
森
・
山
形
等
、
年
二
回

位
で
一
泊
二
日
の
旅
行
を
楽
し
ん
で
し

ま
す
。
日
本
全
国
制
覇
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

東
腎
協
へ
の
関
わ
り

昨
年
六
月
よ
り
、
東
腎
協
の
理
事
を

引
き
受
け
ま
し
た
。
自
院
の
患
者
会
の

会
長
を
十
数
年
し
て
い
ま
す
が
、
東
腎

協
の
活
動
の
一
部
し
か
理
解
し
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
総
会
・
大
会
・
臓
器
移

植
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
・
都
民
の
集
い
・
ブ

ロ
ッ
ク
の
活
動
・
国
会
議
員
会
館
に
請

願
署
名
を
持
っ
て
お
願
い
に
行
っ
た
り
、

都
庁
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
為
、
足
を
運
ん

だ
り
と
、
想
像
以
上
に
沢
山
の
事
が
あ

り
驚
き
と
戸
惑
い
と
勉
強
の
一
年
半
で

し
た
。

ま
だ
ま
だ
分
か
ら
な
い
事
の
方
が
多

く
、
理
事
と
し
て
未
熟
で
す
。
そ
し
て

透
析
の
曜
日
を
変
更
し
た
り
、
日
曜
日

に
出
か
け
る
事
が
多
く
、
主
人
の
理
解

が
無
け
れ
ば
出
来
ま
せ
ん
。
私
な
り
に

出
来
る
事
を
精
一
杯
や
ら
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

透
析
17
年

高
松
病
院
患
者
会

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
東
腎
協
理
事

三
好 
か
お
り
さ
ん

リ
レ
ー

 
エッセ
イ

東
腎
協
理
事
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人
工
透
析
を
し
て
い
る
患
者
さ
ん
に
は
多
く
の

副
作
用
が
起
こ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
頭
痛
、
吐
き

気
、
嘔
吐
や
血
圧
低
下
な
ど
。
そ
の
中
で
も
皮
膚

の
か
ゆ
み
は
多
く
の
患
者
さ
ん
が
訴
え
る
症
状
で

す
。
と
く
に
頑
固
で
強
い
か
ゆ
み
は
日
常
生
活
に

支
障
を
き
た
し
、
夜
間
の
か
ゆ
み
は
睡
眠
を
妨
げ

ま
す
。
い
つ
も
か
ゆ
く
て
イ
ラ
イ
ラ
し
、
皮
膚
を

か
く
と
か
い
た
跡
が
刺
激
に
な
っ
て
か
ゆ
み
が
ひ

ど
く
な
る
、
と
い
う
悪
循
環
に
も
陥
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
今
回
は
皮
膚
の
か
ゆ
み
が
な
ぜ
起
こ
る
の

か
、
そ
の
原
因
と
日
常
生
活
で
も
で
き
る
か
ゆ
み

対
策
を
考
え
て
み
ま
す
。

・
乾
燥
肌
に
よ
っ
て
外
部
か
ら
の
刺
激
を
受
け
や
す

い
皮
膚
表
面
は
皮
脂
や
セ
ラ
ミ
ド
な
ど
に
よ
っ
て
、

水
分
の
蒸
発
を
防
ぎ
乾
燥
し
な
い
よ
う
に
守
ら
れ
て

い
ま
す
。
皮
膚
が
乾
燥
す
る
と
皮
膚
バ
リ
ア
機
能
が

低
下
し
か
ゆ
み
を
感
じ
や
す
く
な
り
ま
す
。
掻
い
て

し
ま
う
と
、
か
ゆ
み
の
神
経
線
維
が
皮
膚
の
表
面
近

く
ま
で
伸
長
し
、
外
部
か
ら
の
刺
激
を
感
じ
や
す
く

な
り
、
か
ゆ
み
を
増
強
さ
せ
ま
す
。
こ
れ
を
「
末
梢

性
の
か
ゆ
み
」
と
言
い
ま
す
。

透
析
患
者
さ
ん
の
か
ゆ
み
の
原
因

⑥暑寒より耐え難い
「かゆみ」

松岡由美子
医療法人財団　百葉の会　銀座医院
上野透析クリニック　副院長

●このコーナーでは、いつも身の回りのお世話
をして頂いている透析スタッフさんから、透析
患者さんの日々の悩み、相談、等々にアドバイ
スをしてもらいます。スタッフさんは我々のパ
ートナー。日常のチョットしたことも何でも聞
いてみましょう。

ナース通信

透
析
患
者
さ
ん
は
、
皮
脂
腺
や
汗
腺
が
委
縮
し
て
、

皮
脂
や
汗
の
分
泌
が
低
下
し
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
皮
膚
へ
の
水
分
供
給
量
も
減
少
し
て
い
る
た
め
、

皮
膚
表
面
の
水
分
量
が
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

皮
膚
の
保
湿
と
掻
い
た
り
、
こ
す
っ
た
り
し
て
皮

膚
に
刺
激
を
与
え
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
ド
ラ
イ
ウ
エ
イ
ト
の
下
方
設
定
も
乾
燥
肌
を

も
た
ら
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

・
内
因
性
オ
ピ
ロ
イ
ド
の
関
与

腎
臓
病
さ
ん
は
、
オ
ピ
ロ
イ
ド
ペ
プ
チ
ド
と
呼
ば

れ
る
モ
ル
ヒ
ネ
様
物
質
が
増
加
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
オ
ピ
ロ
イ
ド
は
神
経
を
刺
激
し
て
脳
に
か
ゆ
み

を
感
じ
さ
せ
ま
す
。
こ
の
内
因
性
オ
ピ
ロ
イ
ド
が
関

与
し
て
起
こ
る
か
ゆ
み
を
「
中
枢
性
の
か
ゆ
み
」
と

言
い
ま
す
。

κ
受
容
体
作
動
薬
（
レ
ミ
ッ
チ
Ⓡ
）
の
内
服
は
、

内
因
性
オ
ピ
ロ
イ
ド
が
関
与
す
る
か
ゆ
み
に
有
効
性

が
あ
る
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

・
か
ゆ
み
メ
デ
ィ
エ
ー
タ
ー
の
過
剰
産
生

透
析
を
行
う
こ
と
で
か
ゆ
み
を
誘
発
す
る
化
学
物

質
が
過
剰
に
産
生
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
透
析

膜
や
抗
凝
固
薬
な
ど
は
身
体
に
と
っ
て
は
異
物
に
な

る
た
め
、
か
ゆ
み
な
ど
の
ア
レ
ル
ギ
ー
症
状
を
起
こ

す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
が
出
に
く
い
生
体
適
合
性
の
良

い
透
析
膜
や
か
ゆ
み
物
質
を
吸
着
す
る
と
言
わ
れ
て

い
る
透
析
膜
の
ダ
イ
ア
ラ
イ
ザ
を
使
用
す
る
な
ど
の

方
法
が
と
ら
れ
て
い
ま
す
。



9 No.220／2018年 1 月

・
慢
性
腎
不
全
に
よ
る
か
ゆ
み
物
質
の
蓄
積

血
液
中
の
リ
ン
や
カ
ル
シ
ウ
ム
、
副
甲
状
腺
刺
激

ホ
ル
モ
ン
（intact PT

H

）
が
高
い
状
態
が
長
く
続

い
た
り
、
透
析
量
が
不
足
し
て
尿
毒
症
が
改
善
さ
れ

な
か
っ
た
り
す
る
と
か
ゆ
み
を
起
こ
す
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

透
析
時
間
を
延
長
し
て
透
析
量
を
増
や
し
、
尿
素

や
リ
ン
の
除
去
率
を
良
好
に
維
持
す
る
こ
と
と
骨
・

ミ
ネ
ラ
ル
代
謝
異
常
治
療
薬
の
確
実
な
内
服
、
栄
養

指
示
量
を
守
っ
た
食
事
療
法
を
行
う
こ
と
が
重
要
に

な
り
ま
す
。

・
汗
を
か
い
た
ら
す
ぐ
に
汗
を
洗
い
流
し
ま
し
ょ
う
。

汗
に
は
か
ゆ
み
を
起
こ
す
物
質
が
含
ま
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
汗
を
か
い
た
皮
膚
に
は
ほ
こ
り
が
付
き

や
す
く
、
刺
激
に
な
っ
て
か
ゆ
み
を
感
じ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

・
室
内
の
温
度
と
湿
度
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

暖
房
の
設
定
温
度
が
高
す
ぎ
る
と
湿
度
が
下
が
り

ま
す
。
湿
度
を
保
つ
た
め
に
加
湿
し
ま
し
ょ
う
。
加

湿
器
が
無
い
場
合
は
、
洗
っ
て
絞
っ
た
バ
ス
タ
オ
ル

を
室
内
に
干
す
と
湿
度
が
上
が
り
ま
す
。（
部
屋
干

し
は
カ
ビ
の
原
因
に
な
る
の
で
毎
回
良
く
洗
っ
て
か

ら
使
い
ま
し
ょ
う
。）

・
暖
房
器
具
の
使
い
方
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

暖
房
の
温
風
や
こ
た
つ
、
電
気
毛
布
は
皮
膚
の
水

分
を
蒸
発
さ
せ
、
皮
膚
が
乾
燥
し
て
し
ま
い
ま
す
。

ま
た
、
身
体
が
温
ま
り
過
ぎ
る
と
血
行
が
良
く
な
っ

て
か
ゆ
み
を
感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
設
定
温
度

を
低
め
に
す
る
か
、
短
時
間
の
使
用
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
皮
膚
を
刺
激
す
る
衣
服
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

化
学
繊
維
や
チ
ク
チ
ク
す
る
素
材
、
縫
い
目
や
タ

グ
は
刺
激
に
な
り
か
ゆ
み
を
感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。 日

常
生
活
で
の
注
意
点

・
か
ゆ
み
を
起
こ
す
食
べ
物
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

辛
い
物
、
お
酒
や
喫
煙
は
か
ゆ
み
を
増
強
さ
せ
ま

す
。
特
に
か
ゆ
み
の
あ
る
時
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

・
身
体
に
ス
ト
レ
ス
を
た
め
な
い
よ
う
に
疲
労
を
避

け
、
休
息
と
睡
眠
を
十
分
に
と
り
ま
し
ょ
う
。

・
処
方
さ
れ
た
お
薬
は
指
示
通
り
に
内
服
、
塗
布
し

ま
し
ょ
う
。

かゆみの治療

透析量の増加

スキンケア

　透析時間の延長、ダイアライザの
膜素材や膜面積、血流量の検討、オ
ンラインＨＤＦへの変更など

薬物治療法
外用薬：保湿剤、止痒剤など
内服薬：抗ヒスタミン剤、そう痒症改善

薬など

皮膚の清潔、保湿、保護

血清リン、カルシウム濃度の管理
血清リン値3.5～6.0mg/dL
血清補正カルシウム値8.4～10.0mg/dL
intact PTH値60～240pg/mL

・�熱いお湯や長湯は、皮膚の保湿成分を流してしまいます。３８～３９度
程度のお湯にして、湯ぶねにつかるのは１５分以内にしましょう。
・�石けんやシャンプーは刺激の少ないものを使用し、汚れの少ない部
位への石けんの使用は、週 １回程度にしましょう。
・�ナイロンタオルやボディブラシ等の固いものでこすらず、柔らかい
綿素材のタオルや手で洗いましょう。
・�硫黄の入った入浴剤は、脱脂作用があり皮膚が乾
燥してしまいます。保湿効果のある入浴剤を使用
しましょう。
・�入浴後はすぐに保湿剤を塗り、皮膚の水分が蒸発
しないように保護しましょう。

かゆみをおさえる入浴方法
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清
湘
会
グ
ル
ー
プ

５
施
設
腎
友
会
バ
ス
旅
行

野
口
忠
男

（
清
湘
会
記
念
病
院
腎
友
会
）

今
年
の
バ
ス
旅
行
は
、
１０
月
１
日
千

葉
県
の
鴨
川
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
の
昼

食
と
な
り
ま
し
た
。

当
日
の
朝
、
天
気
は
晴
れ
。
早
朝
７

時
に
墨
田
区
の
錦
糸
公
園
に
集
合
。
バ

ス
２
台
。
１
号
車
に
は
新
江
東
橋
ク
リ

ニ
ッ
ク
、
病
院
ス
タ
ッ
フ
２
名
を
含
め

て
２４
名
が
乗
車
。
２
号
車
に
は
他
の
４

施
設
（
記
念
病
院
、
聖
橋
、
菊
川
橋
、

深
川
橋
各
ク
リ
ニ
ッ
ク
）
病
院
ス
タ
ッ

フ
３
名
を
含
め
て
３９
名
が
乗
車
し
ま
し

た
。
遅
れ
る
人
も
な
く
、
７
時
２０
分
過

ぎ
に
は
出
発
し
ま
し
た
。

バ
ス
は
錦
糸
町
か
ら
高
速
道
路
に
乗

り
、
東
京
湾
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
へ
。
海
ほ

そ
の
横
に
沿
っ
て
木
道
が
作
ら
れ
て
い

て
、
そ
の
木
道
を
歩
い
て
い
く
と
平
家

ホ
タ
ル
の
生
育
地
が
あ
り
、
保
護
地
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。

１１
時
出
発
、
山
道
か
ら
鴨
川
の
海
岸

通
り
に
出
て
鴨
川
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に

到
着
。
１１
時
２０
分
頃
で
し
た
。
ホ
テ
ル

に
入
る
と
２
階
の
大
広
間
に
案
内
さ
れ

て
昼
食
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
記

念
病
院
の
中
島
会
長
の
挨
拶
、
看
護
師

長
吉
永
氏
の
ご
挨
拶
が
あ
り
菊
川
橋
の

酒
井
会
長
の
乾
杯
で
食
事
が
始
ま
り
ま

し
た
。
料
理
の
品
数
も
多
く
、
歓
談
し

な
が
ら
美
味
し
く
頂
き
ま
し
た
。
食
後

は
、
そ
の
ま
ま
歓
談
を
続
け
る
人
、
お

風
呂
に
行
く
人
、
ロ
ビ
ー
で
寛
ぐ
人
、

外
の
海
岸
へ
行
く
人
、
お
土
産
を
買
う

人
な
ど
、
ゆ
っ
た
り
と
時
間
を
過
ご
し

ま
し
た
。
そ
し
て
出
発
前
に
は
ホ
テ
ル

の
玄
関
前
で
参
加
者
全
員
の
記
念
写
真

を
撮
り
ま
し
た
。

１４
時
１０
分
ホ
テ
ル
出
発
。
ホ
テ
ル
近

く
の
道
の
港
「
ま
る
た
け
」
で
海
産
物

の
買
い
物
を
し
、
ま
た
、
鴨
川
ル
ア
ー

シ
ェ
イ
ア
と
い
う
カ
ス
テ
ラ
工
房
で
試

食
の
数
種
類
の
カ
ス
テ
ラ
を
味
わ
い
な

が
ら
お
土
産
を
買
い
、
１５
時
３０
分
出
発
、

帰
路
へ
。

錦
糸
町
へ
着
い
た
の
は
１８
時
３０
分
で

し
た
。
お
疲
れ
様
で
し
た
。
皆
様
の
ご

協
力
に
よ
り
楽
し
く
無
事
に
旅
行
が
出

来
ま
し
た
。
初
め
て
お
会
い
す
る
方
や
、

普
段
あ
ま
り
合
わ
な
い
方
と
の
会
話
も

は
ず
ん
だ
こ
と
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
を

一
つ
の
思
い
出
に
し
て
い
た
だ
け
た
ら

幸
い
で
す
。
次
回
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。最

後
に
、
昨
年
同
様
に
こ
の
旅
行
実

施
ま
で
の
中
心
と
な
っ
て
携
わ
っ
て
い

た
だ
い
た
金
井
氏
、
鬼
頭
氏
、
小
林
氏

を
は
じ
め
、
会
計
な
ど
そ
の
他
の
こ
と

に
携
わ
っ
て
い
た
だ
い
た
す
べ
て
の
方

の
労
を
ね
ぎ
ら
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

た
る
で
３０
分
休
憩
。
天
気
よ
く
記
念
写

真
を
撮
り
、
出
発
木
更
津
へ
。

９
時
に
最
初
の
予
定
地
、
木
更
津
の

農
家
で
の
ト
マ
ト
狩
り
で
す
。
始
め
に

農
家
の
人
か
ら
小
さ
な
袋
を
渡
さ
れ
、

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
中
に
入
り
、
袋
一

杯
に
ミ
ニ
ト
マ
ト
を
詰
め
込
み
ま
し
た
。

赤
い
ト
マ
ト
は
所
々
あ
り
ま
し
た
が
、

ま
だ
緑
色
の
も
の
が
多
か
っ
た
で
す
。

試
食
用
と
し
て
赤
い
ミ
ニ
ト
マ
ト
も
あ

り
ま
し
た
が
、
少
し
大
き
め
の
黄
色
い

ト
マ
ト
が
あ
り
、
両
方
と
も
味
が
濃
く
、

特
に
黄
色
ト
マ
ト
は
甘
み
が
あ
り
ま
し

た
。
約
３０
分
後
に
出
発
。

１０
時
１５
分
、
次
の
予
定
地
「
濃
溝
の

滝
」
に
到
着
。
バ
ス
を
降
り
る
と
日
差

し
が
強
く
、
汗
ば
む
く
ら
い
で
し
た
。

林
の
間
を
下
っ
て
い
く
。
道
の
片
側
は

崖
に
な
っ
て
い
て
、
下
に
は
川
が
流
れ

て
い
ま
し
た
。
１５
分
位
歩
く
と
、「
濃

溝
の
滝
」
と
「
亀
岩
の
洞
窟
」
が
あ
り

ま
し
た
。
滝
と
言
っ
て
も
、
高
所
か
ら

流
れ
落
ち
る
も
の
で
は
な
く
、
階
段
状

の
所
か
ら
川
の
水
が
流
れ
落
ち
て
洞
窟

の
間
を
通
っ
て
い
る
。
そ
こ
に
光
が
差

し
込
ん
で
、
今
話
題
の
光
の
ハ
ー
ト
型

が
見
ら
れ
る
と
い
う
所
で
し
た
。
滝
か

ら
流
れ
る
川
岸
に
降
り
る
人
も
い
ま
し

た
。そ

こ
か
ら
横
に
流
れ
る
小
川
が
あ
り
、

清湘会 ５施設腎友会バス旅行
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地
域
連
携
合
同
災
害
訓
練
に

参
加
し
て

亀
倉
文
男
（
７３
歳
）

個
人
会
員
（
透
析
歴
１３
年
）

投
　
稿

平
成
２９
年
１０
月
２９
日
（
日
）
台
風
２２

号
が
関
東
地
方
に
接
近
す
る
も
、
風
雨

の
中
予
定
通
り
災
害
訓
練
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

今
回
の
特
色
は
、
私
が
透
析
で
お
世

話
に
な
っ
て
い
る
調
布
東
山
病
院
を
始

め
、
地
域
医
療
関
係
及
び
多
数
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
々
の
協
力
に
よ
り
、
重

傷
者
を
災
害
拠
点
病
院
へ
移
送
す
る
な

ど
広
範
囲
で
、
よ
り
実
践
的
な
訓
練
に

な
っ
た
事
で
す
。

そ
れ
と
同
時
に
三
階
の
透
析
室
で
独

自
に
透
析
者
を
対
象
と
し
た
模
擬
訓
練

が
次
の
よ
う
な
想
定
の
下
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
因
み
に
こ
こ
調
布
東
山
病
院
は
、

外
来
透
析
６０
床
、
入
院
透
析
６
床
を
有

し
、
昼
間
外
来
は
満
床
の
状
態
が
続
い

て
い
ま
す
。
建
物
は
免
振
装
置
付
き
で

「
震
度
７
ま
で
の
耐
震
性
」「
貯
水
槽
」

は
免
震
構
造
で
は
な
い
が
約
４０
㎥
の
容

量
、「
自
家
発
電
」
は
供
給
に
制
限
が

あ
る
が
７２
時
間
の
能
力
、「
透
析
用
医

療
材
料
薬
品
」
の
備
蓄
は
通
常
時
の
一

日
分
と
の
こ
と
で
す
。

ま
ず
透
析
者
は
い
つ
も
通
り
に
着
替

え
を
し
、
各
自
の
ベ
ッ
ド
に
入
り
、
模

擬
穿
刺
と
し
て
回
路
２
本
を
腕
に
固
定

さ
れ
、
一
時
間
が
経
過
と
仮
定
し
た
と

き
、
震
度
６
強
の
地
震
が
発
生
、
各
自

が
ス
タ
ッ
フ
の
指
示
に
従
い
回
路
を
握

り
、
顔
面
保
護
の
た
め
布
団
を
被
っ
て
、

ベ
ッ
ド
か
ら
転
落
を
防
ぐ
べ
く
柵
を
掴

み
、
揺
れ
の
収
ま
る
の
を
待
つ
な
か
、

停
電
が
発
生
し
照
明
が
落
ち
ま
し
た
。

間
も
無
く
自
家
発
電
に
よ
る
電
源
が
確

保
さ
れ
た
が
、
更
に
断
水
と
い
う
事
態

に
陥
り
、
透
析
を
断
念
し
て
除
水
の
み

を
行
い
、
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
止
血
で
完

了
。
屋
内
待
機
が
基
本
原
則
の
と
こ
ろ

へ
緊
急
避
難
の
指
示
が
あ
り
、
非
常
階

段
が
開
放
さ
れ
各
自
自
力
で
地
上
ま
で

降
り
て
終
了
し
ま
し
た
。
そ
の
後
ス
タ

ッ
フ
代
表
と
透
析
者
に
よ
る
感
想
会
が

も
た
れ
、
各
々
が
思
い
思
い
の
意
見
を

出
し
合
い
散
会
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
訓
練
を
通
じ
感
じ
た
こ
と
は
、

首
都
直
下
大
地
震
で
壊
滅
的
な
被
害
を

受
け
た
際
、「
補
給
路
の
確
保
」、「
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
の
速
や
か
な
復
旧
」
が
無

け
れ
ば
備
蓄
は
す
ぐ
に
底
を
つ
き
、
病

院
と
し
て
の
機
能
が
失
わ
れ
る
の
は
必

至
と
思
わ
れ
、
特
に
調
布
東
山
病
院
は

災
害
拠
点
連
携
病
院
に
指
定
さ
れ
て
い

る
た
め
、
大
勢
の
負
傷
者
で
溢
れ
、「
入

院
患
者
」
や
「
透
析
者
」
へ
の
処
置
治

療
は
非
常
に
厳
し
い
状
況
下
に
置
か
れ

る
と
い
う
事
で
す
。

都
内
に
は
３
万
人
余
り
の
透
析
者
が

お
り
、
他
に
多
く
の
人
々
が
被
災
負
傷

す
れ
ば
受
け
入
れ
先
も
限
ら
れ
て
、
透

析
自
体
円
滑
に
受
け
ら
れ
る
こ
と
が
難

し
く
な
り
ま
す
。「
透
析
難
民
」
に
な

ら
な
い
よ
う
各
自
透
析
設
備
の
あ
る
避

難
先
を
予
め
決
め
て
お
き
、
有
事
の
際

は
自
力
で
行
動
す
る
と
い
う
「
自
助
」

の
意
思
が
必
要
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

願
わ
く
は
、
永
遠
に
大
惨
事
に
遭
遇

す
る
事
の
無
い
よ
う
祈
り
つ
つ
、
日
頃

の
準
備
に
怠
り
な
く
透
析
を
通
し
て
生

か
さ
れ
て
行
き
た
い
も
の
で
す
。

余
談
に
な
り
ま
す
が
、
調
布
東
山
病

院
へ
転
院
し
て
一
ヶ
月
が
過
ぎ
た
９
月

の
あ
る
日
、
東
腎
協
結
成
４５
年
記
念
大

会
で
、
兵
庫
・
福
島
・
熊
本
県
の
被
災

透
析
者
の
体
験
報
告
が
あ
る
の
で
参
加

す
る
旨
話
し
た
と
こ
ろ
、
後
日
、
何
人

も
の
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
が
各
被
災
地
の

出
来
事
を
聞
き
に
こ
ら
れ
防
災
意
識
の

高
さ
に
驚
き
ま
し
た
。

更
に
災
害
訓
練
の
翌
日
ス
タ
ッ
フ
の

方
々
か
ら
参
加
の
労
を
ね
ぎ
ら
わ
れ
、

そ
の
真
摯
な
態
度
に
感
心
さ
せ
ら
れ
た

次
第
で
す
。

練
馬
東
中
学
校
医
療
救
護
所

訓
練
に
透
析
患
者
会

東
海
病
院
ひ
ま
わ
り
会
会
員

が
参
加

災
害
時
に
練
馬
区
内
に
は
、
避
難
所

９９
ヶ
所
、
医
療
救
護
所
１０
ヶ
所
が
開
設

さ
れ
、
練
馬
東
中
学
校
も
そ
の
一
つ
の

医
療
救
護
所
と
い
う
事
で
す
。

医
療
救
護
所
で
の
役
割
は
、
災
害
で

ケ
ガ
を
し
た
り
持
病
が
悪
化
し
た
り
し

た
方
々
を
救
護
す
る
も
の
で
す
か
ら
、

訓
練
で
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
は
「
ケ
ガ
」

「
傷
病
」
の
程
度
を
見
分
け
て
緊
急
度

の
高
い
人
は
災
害
で
も
無
事
な
拠
点
医

療
機
関
に
搬
送
を
す
る
事
で
す
。
こ
の

程
度
の
見
分
け
を
「
ト
リ
ア
ー
ジ
」
と

言
い
ま
す
。

透
析
患
者
の
立
場
か
ら
は
、
医
療
救

護
所
に
は
透
析
に
関
す
る
設
備
は
な
い

た
め
、
負
傷
し
て
い
な
け
れ
ば
、
避
難

所
で
良
い
。
災
害
時
、
自
分
は
ど
う
す

訓
練
日
時
：�

１２
月
１０
日�

９
時
～
１１
時
３０
分

参
加
団
体
：�

地
域
拠
点
病
院
（
練
馬
光

が
丘
病
院
）、練
馬
医
師
会
、

歯
科
医
師
会
、
薬
剤
師
会
、

柔
道
整
復
師
会
、
登
録
看

護
師
、
医
薬
品
卸
売
業
者
、

民
間
救
急
車（
東
洋
企
画
）
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れ
ば
よ
い
か
と
い
う
情
報
が
最
も
欲
し

い
は
ず
で
す
。「
ど
こ
を
見
れ
ば
良
い

の
か
？
誰
に
聞
け
ば
よ
い
の
か
？
」
と

い
う
情
報
が
欲
し
く
て
行
き
ま
す
の
で
、

情
報
提
供
掲
示
板
は
必
需
品
で
す
。
訓

練
の
中
に
被
災
者
の
気
持
ち
を
落
ち
着

か
せ
る
こ
と
を
取
り
入
れ
パ
ニ
ッ
ク
等

を
回
避
す
る
こ
と
も
訓
練
の
実
施
の
意

義
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

消
防
庁
の
救
急
車
は
現
在
で
も
不
足

な
の
に
災
害
時
に
は
災
害
現
場
に
出
動

す
る
の
で
頼
り
に
は
出
来
な
い
。
民
間

の
業
者
を
日
頃
か
ら
き
ち
ん
と
確
保
し

な
け
れ
ば
、
災
害
時
に
は
全
員
が
被
災

者
な
の
だ
か
ら
急
に
は
配
車
出
来
な
い

だ
ろ
う
。
民
間
救
急
を
地
域
に
根
づ
か

せ
る
た
め
に
は
、
行
政
が
主
体
的
に
動

く
べ
き
で
あ
る
。
災
害
は
い
つ
自
分
の

足
元
で
発
生
す
る
か
は
誰
も
知
ら
な
い
。

広
範
囲
な
災
害
は
個
人
の
手
に
余
る
状

況
を
発
生
さ
せ
る
の
だ
か
ら
、
地
域
の

傷
病
者
や
負
傷
者
の
ケ
ア
を
今
後
と
も

考
え
対
策
を
立
て
実
施
し
て
、
よ
り
良

い
練
馬
区
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。

ま
た
、
患
者
会
か
ら
参
加
し
た
８
名

は
、
訓
練
に
携
わ
っ
て
み
て
実
災
害
で

は
な
い
が
、
万
が
一
の
場
合
に
で
も
落

ち
着
い
て
避
難
所
や
救
護
所
に
来
る
こ

と
が
で
き
る
気
持
ち
が
持
て
て
良
か
っ

た
と
い
う
結
論
を
得
ま
し
た
。

東京都が災害備蓄用として保管している、白米（はんぶん米）３０，０００
食を入れ替えのため、腎臓病患者へ提供して頂くことになりましたので
お知らせいたします。
商品をご希望の方は電話で「東腎協事務局」迄お申し込みください。
☆電話　０３―３９４４―４０４８　申込期日　平成３０年 ３ 月３１日（土）
☆お申し込みは、個人もしくは患者会単位でお申し込みください。（一人
１０食迄）
☆配布予定　平成３０年 ５ 月頃

○品目名　　白米（はんぶん米）
○賞味期限　平成３０年１２月
○数量　　　３０，０００食
　　　　　　＊ １箱／５０袋入り
○成分　　　・�たんぱく質含有量が

６．２ｇ以下／１００ｇ
　　　　　　・�難消化性たんぱく質の

含有量が４５％～５５％
（SDS-PAGE 法）

また、製造の過程で、通常のアル
ファ化米（白米）と比較して、カ
リウムを半分以下に低減加工され
ています。

○内容量　　１００ｇ（ １食）
○栄養分　　 １食あたり

エネルギー
� ３４０～３８０Kcal
たんぱく質� ０ ～６．２ｇ
脂質� ０．６～１．１ｇ
炭水化物� ７８～１００ｇ
ナトリウム� ０ ～㎎
カリウム� ２５～３３㎎

災
害
備
蓄
米
（
は
ん
ぶ
ん
米
）
の

無
料
配
布
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ
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回
り
の
全
て
の
方
々
に
感
謝

私
は
、
小
林
正
和
と
申
し
ま
す
。
東
腎
協
の
青
年

部
で
副
部
長
も
し
て
い
ま
す
が
、
今
年
の
３
月
で
、

透
析
生
活
２０
年
を
迎
え
る
事
が
出
来
ま
す
。
こ
れ
も

通
っ
て
い
る
昭
島
腎
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
方
々
や
、
今
ま

で
東
腎
協
活
動
で
知
り
合
っ
た
方
達
の
ご
指
導
の
お

陰
だ
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
の
透
析
医
療

・
透
析
治
療
を
支
え
て
下
さ
っ
て
く
れ
て
い
る
全
て

の
方
々
に
も
感
謝
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

小
学
生
か
ら
腎
臓
病
治
療
を
開
始

私
が
、
透
析
（
腎
病
病
）
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は
、

小
学
校
２
年
生
の
時
、
学
校
の
検
査
で
異
常
が
見
つ

か
っ
た
か
ら
で
す
。
し
か
し
、
当
時
小
学
生
だ
っ
た

私
は
、
腎
臓
病
と
は
何
か
分
か
ら
な
か
っ
た
け
れ
ど
、

何
か
怖
い
病
気
な
ん
だ
と
思
い
、
両
親
に
も
言
え
ず

に
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
机
に
隠
し
て
い
た
検
査

結
果
の
手
紙
が
両
親
に
見
つ
か
り
、
急
い
で
近
く
の

小
さ
な
診
療
所
に
行
き
ま
し
た
が
、
そ
こ
で
は
手
に

お
え
な
い
と
の
事
で
、
立
川
の
国
立
病
院
を
紹
介
し

て
も
ら
っ
て
行
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
検
査
し
た
ら
、

直
ぐ
に
入
院
し
な
く
て
は
い
け
な
い
ほ
ど
悪
く
な
っ

て
い
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
私
の
腎
臓
病
治
療
が
始
ま

り
ま
し
た
。
食
事
療
法
や
薬
治
療
、
安
静
治
療
が
主

で
し
た
が
、
小
学
生
の
私
に
と
っ
て
安
静
治
療
が
最

も
苦
痛
だ
っ
た
の
を
今
で
も
覚
え
て
い
ま
す
。
痛
く

も
な
い
の
に
ベ
ッ
ド
の
上
で
安
静
に
し
て
い
る
と
い

う
の
は
嫌
で
仕
方
な
く
、
親
や
看
護
師
さ
ん
か
ら
何

回
注
意
さ
れ
て
も
走
り
回
っ
て
遊
ん
で
い
ま
し
た
。

そ
れ
で
は
退
院
も
で
き
る
訳
も
な
く
、
入
院
生
活
が

長
く
な
る
だ
け
で
し
た
。
そ
こ
で
、
腎
生
検
を
し
て

み
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
結
果
は
、
私

は
知
ら
な
か
っ
た
の
で
す
が
（
後
に
両
親
か
ら
知
ら

さ
れ
ま
し
た
が
）、
小
学
校
卒
業
ま
で
生
き
て
い
け

る
か
ど
う
か
と
い
う
所
ま
で
悪
か
っ
た
そ
う
で
す
。

両
親
も
必
死
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
退
院
し
て
か
ら

も
食
事
療
法
や
薬
は
う
る
さ
い
ほ
ど
言
わ
れ
、
当
時

良
い
と
言
わ
れ
た
民
間
療
法
的
な
事
も
や
り
ま
し
た
。

学
校
生
活
も
体
育
は
ほ
と
ん
ど
見
学
で
し
た
が
、
授

業
的
に
は
、
入
院
中
に
担
任
の
先
生
が
週
に
１
回
お

見
舞
い
に
来
て
く
れ
て
、
宿
題
や
勉
強
を
見
て
く
れ

た
り
し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
今
で
も
担
任
の
先

生
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
留
年
す
る
事
も
な
く
中
学

に
進
学
す
る
事
も
で
き
、
専
門
学
校
の
高
等
課
程
に

行
く
事
も
出
来
ま
し
た
。

透
析
を
し
な
が
ら
余
暇
を
楽
し
む

病
院
も
２０
歳
に
な
っ
た
と
き
に
内
科
に
移
り
ま
し

た
が
、
い
ず
れ
透
析
に
な
る
だ
ろ
う
か
ら
透
析
の
あ

る
病
院
に
移
っ
た
方
が
良
い
と
勧
め
ら
れ
三
鷹
の
杏

林
大
学
病
院
に
移
り
ま
し
た
。
２４
歳
の
時
に
そ
ろ
そ

ろ
透
析
の
準
備
を
し
ま
し
ょ
う
と
言
わ
れ
て
「
シ
ャ

ン
ト
手
術
」
や
透
析
の
勉
強
を
始
め
た
の
で
、
い
ざ

透
析
に
な
っ
た
時
も
そ
れ
程
困
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
時
に
東
腎
協
の
存
在
を
知
り
、
今
の
ク
リ
ニ
ッ

ク
に
移
っ
た
時
、
患
者
会
に
入
会
し
ま
し
た
。
透
析

中
は
Ｃ
Ｄ
を
聴
い
た
り
、
テ
レ
ビ
を
観
た
り
し
て
過

ご
し
て
い
ま
す
が
、
透
析
以
外
の
日
は
、
融
通
が
利

く
仕
事
な
の
で
、
趣
味
の
好
き
な
歌
手
の
ラ
イ
ブ
や

観
劇
に
行
っ
て
楽
し
ん
で
し
ま
す
。

私
と
東
腎
協
�

昭
島
腎
ク
リ
ニ
ッ
ク
ひ
ま
わ
り
会
（
透
析
２０
年
）

小
林
　
正
和
さ
ん
（
44
）
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障
害
者
週
間
に
あ
た
り
、
生
涯
や
障

害
の
在
り
方
に
つ
い
て
の
都
民
の
理
解

と
認
識
を
深
め
る
た
め
、「
平
成
２９
年

度
『
障
害
者
週
間
』
記
念
の
つ
ど
い　

第
３７
回
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
に
は
、
都
内
の
障
害
者
及
び
一

般
参
加
者
約
５
０
０
名
が
参
加
。
記
念

式
典
で
は
主
催
者
の
東
京
都
福
祉
保
健

局
次
長
の
挨
拶
、
東
京
都
議
会
厚
生
委

員
長
・
伊
藤
こ
う
い
ち
氏
の
祝
辞
に
続

き
、「
障
害
者
福
祉
関
係
知
事
賞
」
の

授
賞
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

障
害
を
克
服
し
て
自
立
生
活
を
実
践

し
、
障
害
者
の
模
範
と
な
る
自
立
生
活

者
（
２
名
）、
障
害
の
あ
る
人
の
自
立

を
支
援
す
る
事
業
に
尽
く
し
た
功
績
が

顕
著
な
自
立
支
援
功
労
者
（
６
名
）
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

第
２
部
の
「
ふ
れ
あ
い
ス
テ
ー
ジ
」

で
は
、年
齢
や
性
別
、障
害
の
有
無
に
か

か
わ
ら
ず
、す
べ
て
の“
み
ん
な
”が
自

分
の
身
体
で
自
由
に
創
造
・
表
現
す
る

こ
と
を
目
指
す
「
み
ん
な
の
ダ
ン
ス
フ

ィ
ー
ル
ド
」
に
よ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、

聴
覚
障
害
・
視
覚
障
害
者
の
夫
婦
ア
ス

リ
ー
ト
（
高
田
裕
士
・
千
明
さ
ん
）
の

陸
上
競
技
に
か
け
る
想
い
を
語
る
「
ふ

れ
あ
い
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
」、
最
後
の
ふ

れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
沖
縄
の
テ

ノ
ー
ル
歌
手
、
新
垣
勉
さ
ん
の
素
晴
ら

し
い
楽
曲
の
数
々
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

療
報
酬
の
適
正
化
を
図
る
と
と
も
に
、

保
険
者
等
に
よ
る
糖
尿
病
患
者
の
重
症

化
予
防
を
促
進
」
と
は
言
え
、
財
務
省

は
２
％
台
半
ば
以
上
の
マ
イ
ナ
ス
改
定

を
目
指
し
て
い
る
と
の
こ
と
。
透
析
医

療
環
境
の
さ
ら
な
る
悪
化
が
危
惧
さ
れ

る
と
の
こ
と
で
し
た
。

昼
食
後
、
各
県
か
ら
の
提
案
議
案
の

討
議
に
入
り
、「
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

の
在
り
方
」（
東
京
）（
埼
玉
）、「
再
生

医
療
に
お
け
る
研
究
費
用
の
助
成
募
金

活
動
」（
神
奈
川
）、「
会
員
の
ニ
ー
ズ

調
査
」（
栃
木
）、「
地
域
医
療
構
想
」（
山

梨
）、「
在
宅
透
析
」（
千
葉
）、「
組
織

強
化
対
策
」（
茨
城
）、「
臓
器
移
植
啓

２
０
１
７
年
１２
月
３
日
（
日
）
第
８２

回
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
が
埼
玉
県
さ
い

た
ま
市
の
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
で
開

催
さ
れ
た
。
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
９
県
の
代

表
３３
人
と
全
腎
協
理
事
４
名
、
合
計
３７

人
が
参
加
し
た
。
東
腎
協
か
ら
は
酒
井
、

古
暮
、
板
橋
の
３
理
事
が
出
席
し
た
。

開
催
県
の
埼
玉
腎
臓
病
友
の
会
上
野

会
長
、
馬
上
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
長
の
挨
拶

の
の
ち
、全
腎
協
宮
永
相
談
室
長
の「
診

療
報
酬
改
定
に
向
け
た
動
き
に
つ
い

て
」
講
演
が
あ
っ
た
。
２
０
１
８
年
３

月
が
２
年
ご
と
の
診
療
報
酬
改
定
の
時

期
と
な
り
、
日
本
医
師
会
が
「
少
な
く

て
も
本
体
プ
ラ
ス
改
訂
を
」
と
１１
月
の

中
医
協
総
会
で
声
明
を
出
し
た
が
、
政

府
は
「
透
析
医
療
の
実
態
に
応
じ
て
診

第
８２
回　

関
東
ブ
ロ
ッ
ク

会
議
in
さ
い
た
ま

第
３７
回

ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

日
時
：�

２
０
１
７
年
１２
月
４
日
（
日
）

１３
：
００
～
１５
：
００

会
場
：�

東
京
都
庁
第
一
本
庁
舎
５
階

大
会
議
場

主
催
：�

東
京
都
、
公
益
財
団
法
人
日

本
チ
ャ
リ
テ
ィ
協
会

後
援
：
内
閣
府
、
厚
生
労
働
省

平
成
２９
年
度「
障
害
者
週
間
」

記
念
の
集
い

「障害者週間」ふれあいフェスティバル

関東ブロック in さいたま出席者
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７
月
３０
日
（
日
）
新
宿
の
会
議
室
に

て
、
１１
名
の
参
加
で
正
会
員
会
議
を
行

い
ま
し
た
。

は
じ
め
に
今
年
度
の
行
事
予
定
と
今

年
度
の
中
南
部
理
事
を
報
告
し
ま
し
た
。

長
の
挨
拶
に
続
き
、
来
賓
と
し
て
、
厚

労
省
河
野
課
長
、
三
浦
の
ぶ
ひ
ろ
（
公

明
）、
高
橋
千
鶴
子
（
共
産
）、
薬
師
寺

み
ち
よ
（
無
所
属
）、川
田
龍
平
（
民
進
）、

三
林
ひ
ろ
み
（
自
民
）
の
国
会
議
員
が

あ
い
さ
つ
さ
れ
た
。

特
別
講
演
は
「
報
道
さ
れ
な
い
ア
メ

リ
カ
医
療
の
真
実
と
守
る
べ
き
日
本
の

宝
」
と
題
し
て
、
国
際
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
の
堤
未
果
氏
が
講
演
。
国
民
皆
保
険
、

医
療
産
業
複
合
体
の
現
状
、
障
害
者
・

高
齢
者
の
医
療
費
の
実
態
な
ど
ア
メ
リ

カ
と
諸
外
国
と
日
本
の
医
療
の
問
題
を

鋭
い
視
点
で
話
さ
れ
、
憲
法
２５
条
「
国

民
の
生
存
権
、国
の
社
会
保
障
的
義
務
」

次
に
新
し
い
入
会
案
内
を
配
り
内
容
に

つ
い
て
案
内
し
、
そ
の
後
各
患
者
会
の

活
動
の
様
子
な
ど
を
話
し
て
も
ら
い
皆

で
情
報
共
有
を
行
い
ま
し
た
。

内
容
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

○
中
南
部
と
い
う
場
所
柄
か
ら
、
会
社

帰
り
に
来
院
す
る
方
は
退
職
後
や
体
調

不
良
と
な
る
と
家
の
近
く
の
ク
リ
ニ
ッ

ク
に
転
院
す
る
方
が
多
く
、
５
年
で
３

分
の
２
が
転
院
し
た
と
い
う
患
者
会
も

あ
り
ま
し
た
。

○
高
齢
の
方
が
多
く
、
読
み
物
に
目
を

通
す
の
は
辛
い
。

○
役
員
不
足
や
行
事
へ
の
参
加
者
の
減

少
、
病
院
側
の
参
加
協
力
が
少
な
く
な

こ
の
集
会
は
、
新
し
い
難
病
対
策
と

長
期
慢
性
疾
患
対
策
の
確
立
を
目
指
し

て
、日
本
難
病
・
疾
病
団
体
協
議
会
（
Ｊ

Ｐ
Ａ
）、
日
本
リ
ュ
ウ
マ
チ
の
会
、
難

病
の
子
ど
も
支
援
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
３
団
体
の
呼
び
か
け
に
よ
っ
て
、「
難

病
・
慢
性
疾
患
全
国
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
と

し
て
１０
年
間
続
け
ら
れ
、
昨
年
よ
り
難

病
法
の
成
立
、
障
害
者
総
合
支
援
法
の

成
立
を
受
け
て
「
全
国
患
者
・
家
族
集

会
」
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

主
催
者
の
「
全
国
患
者
・
家
族
集
会

実
行
委
員
会
」
伊
藤
た
て
お
実
行
委
員

に
基
づ
く
国
民
の
知
る
権
利
、
患
者
の

声
が
大
切
な
こ
と
、
小
さ
い
運
動
か
ら

で
も
始
め
る
こ
と
の
大
切
さ
を
話
さ
れ

ま
し
た
。

第
二
部
で
は
、（
一
社
）
全
国
心
臓

病
の
子
供
を
守
る
会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日

本
マ
ル
フ
ァ
ン
協
会
、
全
国
多
発
性
硬

化
症
友
の
会
、
線
維
筋
痛
症
友
の
会
、

公
益
財
団
法
人
が
ん
の
こ
ど
も
を
守
る

会
、（
一
社
）
全
国
が
ん
患
者
団
体
連

合
会
、
日
本
肝
臓
病
患
者
団
体
協
議
会
、

（
一
社
）
全
国
腎
臓
病
協
議
会
な
ど
の

患
者
・
家
族
の
厳
し
い
現
実
と
訴
え
が

報
告
さ
れ
た
。
全
腎
協
の
報
告
は
、
東

腎
協
の
榊
原
靖
夫
理
事
が
報
告
さ
れ
ま

し
た
。

集
会
の
最
後
に
、
～
誰
も
が
安
心
し

て
医
療
を
受
け
ら
れ
る
社
会
を
め
ざ
し

て
～
全
国
患
者
・
家
族
集
会
２
０
１
７

ア
ピ
ー
ル
が
満
場
一
致
で
採
択
さ
れ
た
。

日
時
：�

２
０
１
７
年
１１
月
２５
日
（
土
）

１２
：
３０
～
１６
：
３０

会
場
：�

Ｈ
Ｕ
Ｌ
Ｉ
Ｃ　

Ｈ
Ａ
Ｌ
Ｌ
（
ヒ

ュ
ー
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
）

主
催
：�

全
国
患
者
・
家
族
集
会
２
０
１

７
実
行
委
員
会�

一
般
社
団
法
人
日
本
難
病
・
疾

病
団
体
協
議
会�

厚
生
労
働
省
難
病
患
者
サ
ポ
ー

ト
事
業
補
助
金

全
国
患
者
・
家
族
集
会

２
０
１
７

中
南
部
ブ
ロ
ッ
ク

正
会
員
会
議
報
告
書

須
賀
春
美

（
中
南
部
ブ
ロ
ッ
ク
長
）

発
活
動
」（
長
野
）、
当
の
議
題
が
討
議

さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
次
回
開
催
県
の
群
馬
県
清
水

会
長
よ
り
挨
拶
が
あ
り
、
１５
時
に
終
了

し
ま
し
た
。

全腎協として挨拶する榊原理事

中南部ブロック正会員会議出席者
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○
現
在
、
北
部
ブ
ロ
ッ
ク
の
個
人
会
員

数
は
７３
名
で
す
。
今
後
、
患
者
会
及
び

個
人
会
員
を
増
や
し
た
く
努
力
し
た
い
。

○
東
京
都
に
災
害
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

よ
り
具
体
的
な
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
を

要
望
し
て
い
る
。

○
東
腎
協
で
「
大
災
害
発
生
時
に
お
け

る
患
者
の
受
け
入
れ
体
制
」「
大
災
害

の
対
処
の
啓
蒙
」
を
検
討
し
て
い
る
。

○
全
腎
協
で
「
透
析
患
者
の
通
院
・
送

迎
費
用
の
公
費
負
担
を
国
に
要
請
し
て

い
る
」

○
個
人
会
員
か
ら
の
意
見
、
希
望
等
は

特
に
な
し
。

（
２
）
大
災
害
を
生
き
抜
く
た
め
に

日
時
：�

１０
月
１５
日
（
日
）�

１３
：
３０
～
１５
：
００

場
所�

：
グ
リ
ー
ン
カ
レ
ッ
ジ
ホ
ー
ル

（�

板
橋
区
立
シ
ニ
ア
学
習
プ
ラ

ザ
）

講
師�

：
杉
山
隆
廣
先
生�

（�

高
島
平
中
央
総
合
病
院　

技

師
長
・
課
長
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
科　

理
学
療
法
士
）

参
加
者
：�

患
者
会
会
員
１６
名
、
個
人

会
員
１０
名
、役
員
６
名（
東

部
役
員
１
名
含
む
）

テ
ー
マ
：�

透
析
患
者
の
た
め
の
運
動

療
法
～
元
気
で
自
分
の
足

で
歩
き
続
け
る
た
め
に
～

２
０
１
７
年
度
北
部
ブ

ロ
ッ
ク
講
演
会
報
告
書工

藤
育
夫

（
東
海
病
院
ひ
ま
わ
り
会
）

○
透
析
患
者
さ
ん
が
自
分
で
出
来
る
災

害
対
策
に
つ
い
て

・「
大
災
害
を
生
き
抜
く
た
め
に
」
の

Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
１５
分
視
聴
。

・
災
害
用
伝
言
ダ
イ
ア
ル
「
１
７
１
」

の
使
用
方
法
を
家
族
と
共
に
共
有
し
て

ほ
し
い
。

・
個
人
会
員
よ
り
災
害
手
帳
が
古
く
な

っ
た
の
で
、
新
し
い
手
帳
が
ほ
し
い
。

患
者
カ
ー
ド
を
病
院
が
独
自
に
発
行
し

て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

○
災
害
時
の
食
事
摂
取
に
つ
い
て

・
三
好
理
事
よ
り
「
災
害
時
の
食
事
摂

取
に
つ
い
て
」
配
布
資
料
に
基
づ
き
説

明
を
し
た
。

・
エ
ネ
ル
ギ
ー
補
給
に
オ
リ
ー
ブ
オ
イ

ル
の
活
用
。
お
弁
当
の
食
べ
る
も
の
の

選
別
等
。

（
３
）
国
会
請
願
署
名
運
動
へ
の
ご
協

力
に
つ
い
て

○
白
坂
理
事
よ
り
、
署
名
用
紙
は
各
患

者
会
、
個
人
会
員
に
送
付
済
み
。
透
析

患
者
が
安
心
し
て
透
析
治
療
を
受
け
ら

れ
る
様
、
請
願
で
多
く
の
声
を
届
け
た

い
。
本
人
は
も
ち
ろ
ん
ご
家
族
、
親
類
、

友
人
、
職
場
、
近
所
の
方
々
に
も
お
願

い
し
て
ほ
し
い
。
締
め
切
り
は
１
月
３１

日
で
す
。

（
４
）
そ
の
他

○
白
坂
理
事
よ
り
東
腎
協
で
「
歩
こ
う

会
」
を
来
年
度
か
ら
企
画
し
て
い
る
の

で
、
是
非
参
加
を
お
願
い
し
た
い
。

小
雨
で
肌
寒
い
日
で
し
た
が
、
総
勢

３２
名
が
参
集
し
て
杉
山
先
生
に
「
透
析

患
者
の
た
め
の
運
動
療
法
」
を
講
演
し

て
頂
き
ま
し
た
。

○
健
常
者
に
比
べ
て
透
析
患
者
の
体
力

は
ど
れ
く
ら
い
な
の
か

酸
素
摂
取
量
は
、
５０
％
～
６０
％
、
下

肢
の
筋
肉
量
は
４０
％
位
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

○
何
故
、
運
動
し
た
方
が
良
い
の
か

・
血
圧
が
下
が
る

・
糖
尿
病
が
良
く
な
る
（
血
糖
値
を
下

議
題

（
１
）
ブ
ロ
ッ
ク
長
挨
拶
と
東
腎
協
・

全
腎
協
の
活
動
報
告

っ
て
困
っ
て
い
る
が
、
毎
月
１
回
の
先

生
、
看
護
師
長
と
の
話
し
合
い
は
続
い

て
お
り
、
病
院
側
と
意
見
交
換
を
し
て

い
る
。

○
外
来
よ
り
入
院
や
介
護
が
必
要
な
方

が
増
え
て
、
会
員
を
増
や
す
の
が
難
し

い
。

○
若
い
正
会
員
か
ら
、
若
い
会
員
を
増

や
し
た
い
の
な
ら
郵
便
よ
り
メ
ー
ル
等

を
活
用
し
て
ほ
し
い
。

○
前
正
会
員
が
体
調
不
良
で
急
に
正
会

員
を
引
き
継
ぎ
ま
し
た
。
活
動
は
手
探

り
状
態
で
す
が
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま

す
。な

ど
で
し
た
。
今
後
は
新
規
入
会
と

同
様
に
現
在
あ
る
患
者
会
の
減
少
を
食

い
止
め
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

日
時
：�

１１
月
５
日
（
日
）�

１３
：
３０
～
１５
：
３０

場
所
：�

ル
ノ
ア
ー
ル
巣
鴨
駅
前
店�

「
会
議
室
」

出
席
者
：�

個
人
会
員
、
正
会
員
、
理

事
、
計
８
名

北
部
ブ
ロ
ッ
ク

個
人
会
員
交
流
会
報
告
書

鈴
木
明
彦

（
高
中
腎
友
会
）

北部ブロック個人会員交流会
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１２
月
２４
日
（
日
）
９
時
４５
分
よ
り
練

馬
コ
コ
ネ
リ
３
Ｆ
喫
茶
ホ
ー
ル
に
於
い

て
練
馬
区
地
域
医
療
課
主
催
の
「
練
馬

東
中
学
校
医
療
救
護
所
訓
練
」
の
報
告

と
今
後
の
災
害
対
策
へ
の
関
わ
り
方
な

ど
に
つ
い
て
検
討
会
を
行
い
ま
し
た
。

３
年
続
け
て
参
り
ま
し
た
透
析
患
者

の
た
め
の
防
災
セ
ミ
ナ
ー
に
つ
い
て
も
、

出
席
者
が
減
少
し
て
い
る
状
況
で
、
そ

の
存
在
価
値
や
意
義
に
つ
い
て
の
検
討

を
行
い
ま
し
た
。

げ
る
）

・
内
臓
脂
肪
が
減
る

・
高
脂
血
症
が
良
く
な
る

・
脳
卒
中
・
心
筋
梗
塞
の
予
防
に
な
る

等
で
す
。

運
動
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
血
管
の

柔
軟
性
を
作
っ
て
予
防
に
つ
な
が
り
ま

す
。
ま
た
、
過
度
に
体
に
負
荷
を
か
け

た
り
、
や
り
過
ぎ
は
逆
効
果
で
注
意
が

必
要
で
す
。
講
演
中
は
実
際
に
体
を
動

か
し
て
、
足
の
運
動
、
足
首
、
体
を
横

に
倒
す
、
体
を
ひ
ね
る
等
を
実
践
し
て
、

日
々
運
動
す
る
事
の
積
み
重
ね
が
大
事

で
あ
る
こ
と
を
体
験
で
き
た
と
思
い
ま

す
。

私
達
、
透
析
患
者
は
通
院
し
て
透
析

し
続
け
な
け
れ
ば
、
落
命
す
る
わ
け
で

す
か
ら
、
行
政
に
私
共
患
者
の
声
を
、

気
持
ち
を
も
っ
と
セ
ミ
ナ
ー
を
通
し
て

訴
え
て
い
く
た
め
に
、
４
回
目
の
防
災

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
日
程
等
が
決
ま
り
ま
し
た
ら
、
ご

案
内
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

新
小
岩
ク
リ
ニ
ッ
ク
患
者
友
の
会

忘
年
会

村
門
日
出
雄

１２
月
３
日
（
日
）
東
京
健
康
ラ
ン
ド

「
ま
ね
き
の
湯
」
に
て
１２
時
よ
り
忘
年

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
１０
時
か
ら
入
館

で
き
る
と
い
う
事
で
、
早
い
人
は
一
風

呂
浴
び
て
浴
衣
姿
の
人
も
。
正
面
入
り

口
で
は
旗
を
持
っ
た
田
崎
会
長
と
住
安

副
会
長
、
２
階
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
前
に
は

村
門
、
宴
会
場
入
り
口
に
は
當
さ
ん
と

原
田
さ
ん
が
チ
ェ
ッ
ク
。
皆
様
が
迷
う

こ
と
な
く
全
員
着
席
し
て
、
司
会
の
永

田
さ
ん
の
第
一
声
で
始
ま
り
ま
し
た
。

最
初
の
会
長
挨
拶
で
は
、
住
安
さ
ん

が
挨
拶
、
続
い
て
院
長
西
尾
先
生
と
加

納
先
生
の
来
賓
の
挨
拶
。
新
小
岩
の
田

中
さ
ん
と
船
堀
の
武
田
先
生
は
、
司
会

者
か
ら
紹
介
が
あ
り
田
崎
会
長
の
乾
杯

の
音
頭
で
に
ぎ
や
か
に
進
ん
で
い
き
ま

す
。
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
を
司
会
者
が
読
み

上
げ
る
、
一
方
で
は
カ
ラ
オ
ケ
の
申
し

込
み
を
会
長
が
引
き
受
け
、
宴
会
に
無

駄
を
省
き
充
実
し
た
中
身
の
濃
い
楽
し

く
て
笑
い
が
絶
え
な
い
忘
年
会
に
な
り

ま
し
た
。
カ
ラ
オ
ケ
で
は
院
長
の
西
尾

先
生
が
鳥
羽
一
郎
の
兄
弟
船
を
力
強
く

歌
わ
れ
、
兄
弟
が
協
力
し
合
っ
て
荒
波

に
立
ち
向
か
う
兄
弟
愛
。
先
生
か
ら
み

な
さ
ん
も
よ
ろ
し
く
ね
！
と
言
わ
れ
た

よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。
美
味
し
い
料

理
を
食
べ
カ
ラ
オ
ケ
を
歌
い
、
会
話
を

大
い
に
楽
し
み
な
が
ら
極
め
つ
け
は
、

患
者
仲
間
で
あ
る
橋
本
さ
ん
の
舞
踊
の

先
生
、
黒
沢
様
に
も
参
加
し
て
頂
き
本

格
的
な
花
笠
音
頭
が
披
露
さ
れ
、
病
院

の
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
が
一
列
に
並
び
、

踊
り
の
先
生
の
動
き
を
み
な
が
ら
懸
命

に
合
わ
せ
よ
う
と
し
て
面
白
い
動
き
を

見
せ
る
。
見
て
い
る
人
た
ち
は
笑
う
。

何
と
楽
し
い
こ
と
だ
っ
た
こ
と
か
。

病
院
関
係
者
も
退
場
さ
れ
三
本
締
め

で
忘
年
会
が
終
わ
り
ま
し
た
。
本
日
の

参
加
者
３６
名
。
最
後
に
田
崎
会
長
か
ら

カ
ラ
オ
ケ
で
歌
え
な
か
っ
た
人
の
た
め

に
大
島
に
あ
る
会
長
の
カ
ラ
オ
ケ
店
へ

希
望
者
を
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

会
長
の
心
根
の
温
か
さ
に
感
謝
い
た
し

ま
す
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

練
馬
腎
患
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

幹
事
打
ち
合
わ
せ
会

北部ブロック講演会運動の実践

練馬腎ネットワーク打ち合わせ出席者
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す�

二
〇
一
八
年
一
月

医
療
法
人
財
団　

健
康
文
化
会

小

豆

沢

病

院

院

長　

篠
田　

格

〒
一
七
四
―
八
五
〇
二　

板
橋
区
小
豆
沢
一
丁
目
六
番
八
号

電
話　

〇
三
―
三
九
六
六
―
八
四
一
一

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
三
―
三
九
六
六
―
〇
一
五
一

今
年
も
が
ん
ば
り
ま
す

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
東
京
腎
臓
病
協
議
会

会

長　

梅
原　

秀
孝

副
会
長　

小
野　
　

誠

副
会
長　

戸
倉　

振
一

中
南
部
ブ
ロ
ッ
ク
長　

須
賀　

春
美

多
摩
ブ
ロ
ッ
ク
長　

杉
崎
憲
三
郎

東
部
ブ
ロ
ッ
ク
長　

中
村　
　

博

北
部
ブ
ロ
ッ
ク
長　

榊
原　

靖
夫

事
務
局
長　

板
橋　

俊
司

事
務
局
次
長　

白
坂　

徹
夫

監

事　

山
口　
　

登

監

事　

糸
賀　

久
夫

　

理
事

　

金
井　

信
憲
・
工
藤　

育
夫

　

古
暮　
　

宏
・
斉
藤　

和
巳

　

酒
井　
　

豊
・
鈴
木　

明
彦

　

住
安　
　

重
・
田
崎　
　

勲

　

長
井
久
美
子
・
永
見　

明
子

　

中
野　

雄
蔵
・
松
本　

茂
利

　

三
好
か
お
り
・
村
門
日
出
雄

　

村
越　

京
子
・
山
田　

裕
美

医
療
法
人
社
団

菊
川
橋
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長　

古
川　
　

猛

〒
１
３
０
―
０
０
２
４

東
京
都
墨
田
区
菊
川
２
―
１１
―
１

☎
０
３
（
５
６
０
０
）
２
２
２
２

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
５
６
０
０
）
０
８
０
５

医
療
法
人
社
団　

君
真
光

寺

田

病

院

理
事
長　

寺
田　

光
男

〒
１
６
８
―
０
０
８
１

東
京
都
杉
並
区
宮
前
５
丁
目
１８
番
１６
号

☎
０
３
（
３
３
３
２
）
１
１
６
６

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
３
３
３
２
）
６
７
６
５

医
療
法
人
財
団

織

本

病

院

理
事
長　

高
木　

由
利

〒
２
０
４
―
０
０
０
２

東
京
都
清
瀬
市
旭
が
丘
１
―
２
６
１

☎
０
４
２
（
４
９
１
）
２
１
２
１

医
療
法
人
社
団　

三
友
会

あ

け

ぼ

の

病

院

理
事
長　

南
郷　

俊
明

〒
１
９
４
―
０
０
２
１

東
京
都
町
田
市
中
町
１
丁
目
２３
番
３
号

☎
０
４
２
（
７
２
８
）
１
１
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
４
２
（
７
２
８
）
８
４
６
９

医
療
法
人
社
団　

光
靖
会

井

口

腎

泌

尿

器

科

理
事
長　

井
口　

靖
浩

院
長　

戸
田　

直
裕

〒
１
２
５
―
０
０
６
１

東
京
都
葛
飾
区
亀
有
３
―
７
―
７
サ
ン
セ
リ
テ
鞠
子

３
階
３
号
室

☎
０
３
（
３
８
３
８
）
８
７
２
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
３
８
３
８
）
８
７
２
３

医
療
法
人
社
団　

光
晴
会

北
村
記
念
ク
リ
ニ
ッ
ク

理
事
長　

井
口　

靖
浩

院
長　

安
東　

克
之

〒
１
２
４
―
０
０
２
４

東
京
都
葛
飾
区
新
小
岩
１
―
４９
―
１０

第
５
デ
リ
カ
ビ
ル
５
・
６
・
７
階

☎
０
３
（
６
２
３
１
）
５
９
３
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
６
２
３
１
）
５
９
３
２

社
会
医
療
法
人
社
団　

健
生
会

す
な
が
わ
相
互
診
療
所

所
長　

小
泉　

博
史

〒
１
９
０
―
０
０
０
２

東
京
都
立
川
市
幸
町
５
丁
目
９
番
２
号

☎
０
４
２
（
５
３
８
）
１
５
０
２

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
４
２
（
５
３
４
）
０
３
７
２

医
療
法
人
社
団　

松
和
会

大
泉
学
園
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長　

草
場　
　

岳

〒
１
７
８
―
０
０
６
３　

練
馬
区
東
大
泉５

―
４０
―
２４

サ
ン
ダ
リ
オ
ン
ビ
ル
３
―
５
Ｆ

☎
０
３
（
５
９
４
７
）
５
６
８
１

社
会
福
祉
法
人　

樹
会

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム　

大
井
苑

理
事
長　

富
家　

隆
樹

〒
３
５
６
―
０
０
５
４

埼
玉
県
ふ
じ
み
野
市
大
井
武
蔵
野
１
２
７
７
―
１

☎
０
４
９
（
２
６
２
）
８
６
８
６

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
４
９
（
２
５
６
）
５
３
０
０

社
会
福
祉
法
人　

樹
会

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム　

四
街
道
苑

理
事
長　

富
家　

隆
樹

〒
２
８
４
―
０
０
０
８

千
葉
県
四
街
道
市
鹿
放
ヶ
丘
５
９
３
―
３

☎
０
４
３
（
３
０
４
）
８
１
６
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
４
３
（
３
０
４
）
８
１
６
３

医
療
法
人
社
団　

愛
恵
会

両
国
駅
前
透
析
ク
リ
ニ
ッ
ク

理
事
長　

加
藤　

貴
志

〒
１
３
０
―
０
０
２
６

東
京
都
墨
田
区
両
国
２
―
２１
―
８

☎
０
５
０
（
５
８
６
５
）
５
６
１
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
５
６
０
０
）
３
３
７
６

医
療
法
人
社
団　

大
坪
会

三

軒

茶

屋

病

院

院
長　

大
坪　

由
里
子

〒
１
５
４
―
０
０
２
４

東
京
都
世
田
谷
区
三
軒
茶
屋
１
―
21
―
５

☎
０
３
（
３
４
１
０
）
７
３
２
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
３
４
１
０
）
７
３
２
５
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す�

二
〇
一
八
年
一
月

医
療
法
人
社
団　

腎
と
水

新
中
野
透
析
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長　

津
田　

信
次

ス
タ
ッ
フ
一
同

〒
１
６
４
―
０
０
１
２　

東
京
都
中
野
区
本
町

３
丁
目
２３
番
３
号
新
中
野
Ａ
Ｍ
１
ビ
ル
１
階

☎
０
３
（
３
３
７
０
）
８
１
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
３
３
７
０
）
８
１
２
９

医
療
法
人
社
団　

秀
佑
会

東

海

病

院

院
長　

江
本　

秀
斗

〒
１
７
６
―
０
０
２
３

東
京
都
練
馬
区
中
村
北
２
丁
目
１０
番
１１
号

☎
０
３
（
３
９
９
９
）
１
１
３
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
３
９
９
９
）
７
０
２
７

腎
ク
リ
ニ
ッ
ク
高
野
台

院
長　

永
田　

雅
子

〒
１
７
７
―
０
０
３
３　

東
京
都
練
馬
区
高
野
台

１
丁
目
３
番
７
号
Ｎ
Ｆ
プ
ラ
ザ
Ⅱ
３
階

☎
０
３
（
５
９
１
０
）
３
１
２
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
５
９
１
０
）
３
１
２
３

医
療
法
人
社
団　

松
和
会

望
星
新
宿
南
口
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長　

高
橋　

俊
雅

〒
１
５
１
―
０
０
５
３

東
京
都
渋
谷
区
代
々
木
２
丁
目
９
番
２
号
久
保
ビ
ル
３
階

☎
０
３
（
３
３
７
６
）
０
１
９
１

医
療
法
人
社
団　

松
和
会

望
星
田
無
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長　

福
井　

光
峰

〒
１
８
８
―
０
０
１
１

　

東
京
都
西
東
京
市
田
無
町
２
丁
目
２１
番
地
１２
号

☎
０
４
２
（
４
６
４
）
５
７
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
４
２
（
４
６
１
）
４
８
３
８

医
療
法
人
社
団　

松
和
会

十
条
腎
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長　

街　
　
　

稔

〒
１
１
４
―
０
０
３
４

東
京
都
北
区
上
十
条
２
丁
目
１３
番
１
号

ガ
ー
デ
ニ
ア
４
階

☎
０
３
（
３
９
０
８
）
２
４
１
１

新
小
岩
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長　

西
尾　

恭
介

〒
１
２
４
―
０
０
２
３

東
京
都
葛
飾
区
東
新
小
岩
５
―
２０
―
２２

☎
０
３
（
３
６
９
４
）
５
６
２
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
３
６
９
４
）
５
６
２
８

医
療
法
人
社
団　

松
和
会

練
馬
高
野
台
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長　

鈴
木　

重
伸

〒
１
７
７
―
０
０
３
３　

練
馬
区
高
野
台１

―
８
―
１５

☎
０
３
（
５
３
７
２
）
６
１
５
１

医
療
法
人
社
団　

松
和
会

新
線
池
袋
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長　

目
良
純
一
郎

〒
１
７
１
―
０
０
２
１　

豊
島
区
西
池
袋

１
―
１０
―
１０　

東
武
ア
ネ
ッ
ク
ス
ビ
ル
４
階

☎
０
３
（
５
９
１
１
）
１
２
５
０

新
小
岩
ク
リ
ニ
ッ
ク
船
堀

院
長　

加
納　

達
也

〒
１
３
４
―
０
０
９
１

東
京
都
江
戸
川
区
船
堀
４
―
４
―
２４

☎
０
３
（
３
６
８
８
）
９
９
０
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
３
６
８
８
）
９
９
７
３

医
療
法
人
社
団　

自
靖
会

自
靖
会
親
水
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長　

北
村　

唯
一

〒
１
３
２
―
０
０
３
３

東
京
都
江
戸
川
区
東
小
松
川
２
―
７
―
１

☎
０
３
（
５
６
６
１
）
３
８
７
２

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
３
６
７
４
）
７
０
３
６

医
療
法
人
社
団　

順
洋
会

武
蔵
野
総
合
ク
リ
ニ
ッ
ク
練
馬

院
長　

下
村
　
　
洋

〒
１
７
６
―
０
０
０
１

東
京
都
練
馬
区
練
馬
１
丁
目
26
番
１
号

☎
０
３
（
３
９
９
３
）
７
０
１
５

医
療
法
人
社
団
　
心
施
会

理
事
長　

杉
崎　

健
太
郎

府
中
腎
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長　

小
杉　
　

繁

〒
１
８
３
―
０
０
５
５

東
京
都
府
中
市
府
中
町
１
―
８
―
１

第
７
三
ツ
木
ビ
ル
６
Ｆ
・
７
Ｆ

☎
０
４
２
（
３
６
６
）
８
９
０
９

南
大
沢
パ
オ
レ
腎
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長　

岩
本　

八
千
代

〒
１
９
２
―
０
３
６
４

東
京
都
八
王
子
市
南
大
沢
２
―
２
パ
オ
レ
５
Ｆ

☎
０
４
２
（
６
７
７
）
４
４
７
７

八
王
子
東
町
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長　

小
俣　

百
世

〒
１
９
２
―
０
０
８
２　

東
京
都
八
王
子
市
東
町

７
―
６　

ダ
ヴ
ィ
ン
チ
八
王
子
７
Ｆ
・
８
Ｆ

☎
０
４
２
（
６
４
６
）
６
９
９
６

平
山
城
址
腎
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長　

杉
崎　

健
太
郎

〒
１
９
１
―
０
０
４
３
東
京
都
日
野
市
平
山

５
―
３８
―
１　

平
山
城
址
公
園
駅
前
ビ
ル

☎
０
４
２
（
５
９
９
）
２
３
１
１
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明
け
ま
し
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お
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と
う
ご
ざ
い
ま
す�

二
〇
一
八
年
一
月

あ
か
つ
き
印
刷
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長　

工
藤　

盛
雄

〒
１
５
１
―
０
０
５
１　

東
京
都
渋
谷
区
千
駄
ヶ
谷

４
の
２５
の
２　

Ａ
Ｐ
ビ
ル

☎
０
３
（
３
４
９
７
）
０
５
３
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
３
４
９
７
）
０
０
４
３

医
療
法
人
社
団　

清
光
会

理
事
長　

横
山　

志
郎

〒
２
４
９
―
０
０
０
１

神
奈
川
県
逗
子
市
久
木
４
丁
目
２５
番
８
号

☎
０
４
６
（
８
７
３
）
７
１
４
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
４
６
（
８
７
３
）
９
９
９
１

特
定
医
療
法
人　

清
湘
会

清

湘

会

記

念

病

院

理
事
長　

佐
々
木　

成

〒
１
３
６
―
０
０
７
１

東
京
都
江
東
区
亀
戸
２
丁
目
１７
番
２４
号

☎
０
３
（
３
６
３
６
）
２
３
０
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
３
６
３
６
）
２
３
０
４

医
療
法
人
社
団　

や
よ
い
会

あ
や
せ
駅
前
腎
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長　

榎
本　

美
穂

〒
１
２
０
―
０
０
０
５　

足
立
区
綾
瀬

３
―
１６
―
４　

と
う
し
ん
ビ
ル
５
・
６
階

☎
０
３
（
５
６
９
７
）
８
２
８
１

医
療
法
人
社
団　

や
よ
い
会

立
石
腎
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長　

遠
藤　
　

聡

〒
１
２
４
―
０
０
１
２　

東
京
都
葛
飾
区
立
石

８
―
１
―
２　

賛
生
会
ビ
ル
２
階
・
３
階

☎
０
３
（
５
６
７
２
）
２
１
５
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
５
６
７
２
）
２
１
５
５

社
会
福
祉
法
人　

む
つ
み
会

春
陽
苑
に
こ
に
こ
ク
リ
ニ
ッ
ク

理
事
長　

青
山　

一
雄

〒
３
３
１
―
０
０
６
８

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
西
区
飯
田
新
田
９１
―
１

Ｔ
Ｅ
Ｌ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
４
８
（
６
２
１
）
１
１
２
５

医
療
法
人
社
団　

菅
沼
会

腎
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
世
田
谷

理
事
長
・
院
長　

菅
沼　

信
也

〒
１
５
７
―
０
０
６
２

東
京
都
世
田
谷
区
南
烏
山
４
丁
目
２１
番
１４
号

☎
０
３
（
５
９
６
９
）
４
９
７
６

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
５
９
６
９
）
４
９
７
０

医
療
法
人
社
団　

駿
昭
会

小

池

内

科

院
長　

小
池　

昭
夫

〒
１
０
２
―
０
０
７
１

東
京
都
千
代
田
区
富
士
見
町
２
丁
目
１３
番
１６
号
上
田
ビ
ル

☎
０
３
（
３
２
６
５
）
０
２
０
３

医
療
法
人
社
団　

晴
仁
会

幸
町
腎
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長　

渡
辺
賀
寿
雄

〒
１
９
０
―
０
０
０
４

東
京
都
立
川
市
柏
町
４
丁
目
１
番
１
号

☎
０
４
２
（
５
３
６
）
３
０
９
９

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
４
２
（
５
３
６
）
３
２
６
９

医
療
法
人
社
団　

晴
仁
会

立
川
北
口
駅
前
ク
リ
ニ
ッ
ク

理
事
長　

檜
垣　

昌
夫

〒
１
９
０
―
０
０
１
２　

東
京
都
立
川
市
曙
町

１
丁
目
３１
番
２
号
遠
藤
創
進
ビ
ル
三
階

☎
０
４
２
（
５
２
３
）
２
２
９
９

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
４
２
（
５
２
３
）
２
４
０
０

医
療
法
人
社
団　

長
尽
会

長

久

保

病

院

理
事
長　

桑
原　

勝
孝

〒
１
８
６
―
０
０
１
１

東
京
都
国
立
市
谷
保
６
９
０
７
番
地
の
１

☎
０
４
２
（
５
７
１
）
２
２
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
４
２
（
５
７
１
）
２
２
８
８

練
馬
桜
台
ク
リ
ニ
ッ
ク

理
事
長　

永
野　

正
史

〒
１
７
６
―
０
０
１
２

東
京
都
練
馬
区
豊
玉
北
４
丁
目
１１
番
９
号

☎
０
３
（
５
９
９
９
）
０
７
２
３

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
５
９
９
９
）
０
８
２
３

医
療
法
人
社
団　

春
口
ク
リ
ニ
ッ
ク

飯
田
橋
春
口
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長　

春
口　

洋
昭

〒
１
０
２
―
０
０
７
２　

千
代
田
区
飯
田
橋

３
丁
目
９
―
３　

Ｓ
Ｋ
プ
ラ
ザ
２
Ｆ

☎
０
３
（
５
２
１
５
）
１
５
１
５

医
療
法
人
社
団　

北
桜
会

東
武
練
馬
ク
リ
ニ
ッ
ク

〒
１
７
５
―
０
０
８
３　

板
橋
区
徳
丸
３
―
１１
―
２

☎
０
３
（
５
９
２
２
）
３
５
３
０

南
青
山
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長　

鈴
木　

孝
子

〒
１
０
７
―
０
０
６
２　

港
区
南
青
山

７
―
８
―
８
―
１
０
１

☎
０
３
（
６
８
０
５
）
１
８
３
６

医
療
法
人
財
団　

百
葉
の
会

銀
座
医
院　

上
野
透
析
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長　

中
島　

敦
夫

〒
１
１
０
―
０
０
０
５　

東
京
都
台
東
区
上
野

２
―
１２
―
２０　

ロ
ー
タ
ス
ビ
ル
３
階

☎
０
３
―
５
８
１
７
―
８
７
７
０
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て
お
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と
う
ご
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二
〇
一
八
年
一
月

清
湘
会
記
念
病
院
腎
友
会

会
長　

中
島　

博
和

　

他
会
員
一
同

〒
１
３
６
―
０
０
７
１

東
京
都
江
東
区
亀
戸
２
丁
目
１７
番
２４
号

☎
０
３
（
３
６
３
６
）
２
３
０
１

新
小
岩
ク
リ
ニ
ッ
ク
患
者
友
の
会

新
小
岩
医
院
・
船
堀
医
院

会

長　

田
崎　
　

勲

副
会
長　

當　

喜
美
子

副
会
長　

住
安　
　

重

副
会
長　

藤
本　

光
子

会
計　

橋
本　

迪
子

役
員　

福
田
登
喜
子　
会
計
監
査　

栗
原
エ
イ
子

役
員　

村
松　
　

斉　
会
計
監
査　

原
田
真
由
美

役
員　

田
澤　

桂
子　
会
計
監
査　

岡
本　
　

茂

役
員　

佐
藤　

和
子　
　
　

記
録　

村
門
日
出
雄

役
員　

吉
田　

継
受　
　
　

役
員　

永
田　
　

治

役
員　

井
上　

幸
男　
　
　

役
員　

大
畑　

ハ
ナ

役
員　

水
野　

雅
夫　
　
　

役
員　

松
田
美
代
子

〒
１
３
４
―
０
０
９
１

東
京
都
江
戸
川
区
船
堀
４
丁
目
４
番
２４
号

新
小
岩
ク
リ
ニ
ッ
ク
船
堀
医
院
内

☎
０
３
（
３
６
８
８
）
９
９
０
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
３
６
８
８
）
９
９
７
３

〒
１
２
４
―
０
０
２
４

東
京
都
葛
飾
区
東
新
小
岩
５
―
２０
―
２２

新
小
岩
ク
リ
ニ
ッ
ク
医
院

☎
０
３
（
３
６
９
４
）
５
６
２
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
３
６
９
４
）
５
６
２
１

謹
賀
新
年

勝

和

な

ご

み

会

会
長　

土
田　
　
　

孝

　

会
員
一
同

謹
賀
新
年

菊
川
橋
ク
リ
ニ
ッ
ク
腎
友
会

　

会
員
一
同

エ
ル
ピ
ス
株
式
会
社

常
務
取
締
役　

堀
江　

好
美

〒
５
３
２
―
０
０
１
１

大
阪
市
淀
川
区
西
中
島
４
丁
目
６
―
２９

☎
０
６
―
６
１
０
０
―
５
０
１
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
６
―
６
１
０
０
―
５
０
２
０

株
式
会
社　

教
宣
文
化
社

代
表
取
締
役　

中
村　

伸
一

〒
３
５
９
―
０
０
１
２埼

玉
県
所
沢
市
坂
之
下
７
９
４

☎
０
４
（
２
９
４
４
）
４
３
２
３

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
４
（
２
９
４
６
）
０
１
１
８

株
式
会
社　

東
京
在
宅
サ
ー
ビ
ス

代
表
取
締
役　

中
野
宏
次
郎

〒
１
６
０
―
０
０
２
２　

東
京
都
新
宿
区
新
宿

１
丁
目
５
番
４
号
Ｙ
Ｋ
Ｂ
マ
イ
ク
ガ
ー
デ
ン
２
０
１

☎
０
３
（
３
３
５
４
）
０
３
４
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
３
３
５
４
）
０
３
７
３

ａ
ｄ　

ｓ
ｑ
ｕ
ａ
ｒ
ｅ

グ
リ
ー
ン
ル
ー
プ
合
同
会
社

〒
１
０
７
―
０
０
５
２

　

東
京
都
港
区
赤
坂
２
丁
目
１２
番
地
１３
号

ぬ
の
う
ら
ビ
ル
５
Ｆ

☎
０
３
（
６
２
７
７
）
６
５
８
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
３
５
０
５
）
８
５
０
８

扶
桑
薬
品
工
業
株
式
会
社

　

東
京
第
一
支
店

〒
１
０
３
―
０
０
２
３

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
本
町
２
丁
目
４
番
５
号

☎
０
３
（
５
２
０
３
）
７
１
０
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
５
２
０
３
）
７
０
８
８

松

和

患

者

会

会
長　

糸
賀　

久
夫

〒
１
５
１
―
０
０
５
３

東
京
都
渋
谷
区
代
々
木
２
―
９
―
２
久
保
ビ
ル
３
階

望
星
新
宿
南
口
ク
リ
ニ
ッ
ク
内

☎
０
９
０
―
８
０
５
２
―
４
２
０
７
（
遠
藤
携
帯
）

江
戸
川
区
腎
友
さ
つ
き
会

会
長　

戸
倉　

振
一

〒
１
３
４
―
０
０
８
５

東
京
都
江
戸
川
区
南
葛
西
１
丁
目
５
番
１
号

☎
０
３
（
５
６
５
８
）
０
７
５
７

読
者
の
皆
様

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す

吉
祥
寺
あ
さ
ひ
腎
友
会

会
員
一
同

吉
祥
寺
あ
さ
ひ
病
院
・
吉
祥
寺
ク
リ
ニ
ッ
ク
内

「
し
っ
か
り
透
析
す
る
・
し
っ
か
り
食
べ

る
・
し
っ
か
り
動
く
」
の
実
践

八
王
子
市
地
域
腎
友
会

会
長　

池
谷　
　

匠

　

他
会
員
一
同

〒
１
９
３
―
０
８
３
２

東
京
都
八
王
子
市
散
田
町
２
―
６９
―
５

☎
０
４
２
（
６
６
６
）
６
０
６
６

織

本

病

院

腎

友

会

会

長　

山
下　
　

賢　
副
会
長　

中
野　

雄
蔵

副
会
長　

宮
本　

弘
之　
会

計　

竹
内　

則
雄

幹

事　

米
田　
　

廣　
監

査　

細
田
貴
代
美

〒
２
０
４
―
０
０
０
２

清
瀬
市
旭
が
丘
１
―
２
６
１

☎
０
４
２
（
４
９
１
）
２
１
２
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
４
２
（
４
９
１
）
６
６
５
４
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す�

二
〇
一
八
年
一
月

謹
賀
新
年

新
江
東
橋
ク
リ
ニ
ッ
ク
腎
友
会

会
長　

金
井
信
憲　
副
会
長　

鬼
頭　

斗

副
会
長　

石
川
仁
司　
　

会
計　

金
子
哲
二

会
計　

上
松
一
郎　
　

書
記　

船
田
尚
子

相
談
役　

畔
上
常
夫　
相
談
役　

鈴
木
啓
之

　

会
員
一
同

社
会
医
療
法
人
社
団　

健
友
会

中
野
共
立
病
院
腎
友
会
・
絆
の
会

〒
１
６
４
―
０
０
０
１

東
京
都
中
野
区
中
野
５
丁
目
４４
番
７
号

☎
０
３
（
３
３
８
６
）
３
１
６
６

透
析
室
０
３
（
３
３
８
６
）
９
１
０
７

医
療
法
人
社
団　

成
和
会

西
新
井
病
院
腎
友
会

会
長　

金　
　

光
宇

〒
１
２
３
―
０
８
４
５

足
立
区
西
新
井
本
町
１
―
１２
―
１２

☎
０
３
（
５
６
４
７
）
１
７
０
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
５
６
４
７
）
１
７
０
１

日
野
・
百
草
園
ク
リ
ニ
ッ
ク
腎
友
会

会

長　

板
橋　

俊
司

副
会
長　

春
日　
　

清

副
会
長　

栗
木
美
智
子

会

計　

樋
渡　

恭
子

世
話
人　

長
田
由
紀
子

世
話
人　

富
張　

理
子

世
話
人　

田
中　

克
幸

西
ク
リ
ニ
ッ
ク　

ひ
ま
わ
り
の
会

代
表　

水
野　

一
男

幹
事　

水
野　

俊
一

幹
事　

松
本
く
み
子

〒
１
１
１
―
０
０
５
３

東
京
都
台
東
区
浅
草
橋
５
―
５
―
１０

森

山

友

の

会

会
長　

岸
里　
　

悟

　

他
会
員
一
同

〒
１
３
４
―
０
０
８
８

東
京
都
江
戸
川
区
西
葛
西
７
丁
目
１２
番
７
号

社
会
医
療
法
人
社
団
森
山
医
会

東
京
脳
神
経
セ
ン
タ
ー
病
院
透
析
セ
ン
タ
ー
内

☎
０
３
（
３
６
７
５
）
１
２
１
１

医
療
法
人
社
団　

心
施
会

府
中
け
や
き
会
一
同

〒
１
８
３
―
０
０
５
５

東
京
都
府
中
市
府
中
町
１
丁
目
８
番
１
号

第
７
三
ツ
木
ビ
ル
６
Ｆ
・
７
Ｆ

☎
０
４
２
（
３
６
６
）
８
９
０
９

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
４
２
（
３
３
４
）
２
６
０
１

医
療
法
人
社
団　

心
施
会

八
王
子
東
町
ク
リ
ニ
ッ
ク
桑
の
実
会
一
同

Ｊ
Ｒ
八
王
子
駅
前
通
り　

ダ
ビ
ン
チ
ビ
ル
７
～
８
Ｆ

☎
０
４
２
（
６
４
６
）
６
９
９
６

医
療
法
人
社
団　

心
施
会

平
山
城
址
腎
ク
リ
ニ
ッ
ク
患
者
一
同

京
王
線
平
山
城
址
公
園
駅
前

東
京
都
日
野
市
平
山
５
―
３８
―
１

☎
０
４
２
（
５
９
９
）
２
３
１
１

柳
原
腎
ク
リ
ニ
ッ
ク　

健
腎
会

会
長　

北
島　

二
郎

〒
１
２
０
―
０
０
２
３

東
京
都
足
立
区
千
住
曙
町
４
番
１６
号

☎
０
３
（
３
８
８
８
）
２
７
０
７

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
３
８
８
８
）
７
７
２
９

東
海
病
院　

ひ
ま
わ
り
会

会
長　

山
崎　
　

弘

練
馬
腎
ネ
ッ
ト
議
長
・
副
会
長　

坂
本　

悦
男

会
計
・
東
腎
協
理
事　

工
藤　

育
夫

幹
事　

吉
田　

義
昭

幹
事　

佐
々
木
忠
雄

幹
事　

野
崎
登
喜
治

幹
事　

小
室　

富
雄

幹
事　

桧
貝　

弥
生

幹
事　

倉
石　

恵
子

高
野
台
幹
事　

平
井
勢
津
子

〒
１
７
６
―
０
０
２
３

東
京
都
練
馬
区
中
村
北
２
丁
目
１０
番
１１
号

☎
０
３
（
３
９
９
９
）
１
１
３
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
３
９
９
９
）
７
０
２
７

目
指
そ
う
１
０
０
万
人
の
署
名
！

第
47
次
・
国
会
請
願
署
名
運
動�

�

締
め
切
り
・
一
月
末
日

「
腎
疾
患
総
合
対
策
」
は 

私
達
の
「
命
の
砦
」
で
す

国
会
請
願
署
名
及
び
募
金
運
動
は
、

私
達
の
会
員
一
人
ひ
と
り
の
意
思
を
直

接
国
会
に
訴
え
る
事
の
出
来
る
最
も
重

要
な
活
動
の
ひ
と
つ
で
す
。
私
達
の
医

療
福
祉
を
後
退
さ
せ
な
い
た
め
に
も
、

今
後
も
継
続
し
て
い
き
ま
す
の
で
皆
様

の
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

同
時
に
行
う
日
本
難
病
疾
病
団
体
協

議
会
（
Ｊ
Ｐ
Ａ
）
の
「
総
合
的
難
病
対

策
の
早
期
確
立
を
要
望
す
る
」
国
会
請

願
署
名
・
募
金
運
動
へ
の
ご
協
力
も
合

わ
せ
て
お
願
い
致
し
ま
す
。

署
名
活
動
の
締
め
切
り
は
、
１
月
末

で
す
。
会
員
の
皆
様
に
は
、
も
う
一
回

り
活
動
の
輪
を
拡
げ
る
よ
う
に
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。
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事
務
局
か
ら

ご
寄
付
御
礼

扶
桑
薬
品
工
業
（
株
）

〇
東
京
第
一
支
店
様

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

国
会
請
願
募
金
御
礼

【
患
者
会
】

豊
田
ク
リ
ニ
ッ
ク
グ
ル
ー
プ

調
布
病
院
腎
友
会

日
野
・
百
草
ク
リ
ニ
ッ
ク
腎
友
会

杏
林
腎
友
会

望
星
田
無
ク
リ
ニ
ッ
ク
友
の
会

織
本
病
院
腎
友
会

羽
村
相
互
診
療
所
た
ん
ぽ
ぽ
の
会

長
久
保
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
会

小
池
会

聖
橋
ク
リ
ニ
ッ
ク
腎
友
会

昭
島
腎
ク
リ
ニ
ッ
ク
ひ
ま
わ
り
会

【
個
人
会
員
】

・
内
田
利
男
様
・
飯
塚
繁
様

・
貴
島
光
心
様
・
山
田
多
喜
雄
様

・
木
村
ゆ
き
様
・
久
保
田
由
美
子
様

・
九
十
九
栄
子
様
・
岸
本
敦
様

・
白
銀
栄
子
様
・
鈴
木
幸
輝
様

・
林
光
夫
様
・
山
﨑
キ
ン
様

・
福
井
利
次
様
・
枡
永
照
也
様

・
篠
田
喜
代
様
・
笹
山
晃
一
様

・
千
葉
常
信
様
・
佐
藤
幸
子
様

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

青
い
鳥
・
ハ
ガ
キ
ご
寄
付
御
礼

【
患
者
会
】

東
葛
ク
リ
ニ
ッ
ク
小
岩
グ
ル
ー
プ

腎
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
世
田
谷
患
者
友
の
会

聖
蹟
さ
く
ら
会

織
本
病
院
腎
友
会

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

編
集
後
記

○
介
護
関
係
者
が
「
介
護
守
れ
」
の
署

名
活
動
で
１
８
１
万
人
の
署
名
を
集
め

て
首
相
に
提
出
し
た
記
事
を
某
新
聞
で

読
み
ま
し
た
。

翻
っ
て
、
透
析
患
者
の
「
腎
疾
患
総

合
対
策
」
の
署
名
活
動
を
見
る
と
、
年

々
署
名
人
数
が
減
っ
て
い
ま
す
。「
今

が
良
け
れ
ば
い
い
」
で
は
な
く
、
次
世

代
の
人
達
の
た
め
に
も
「
腎
疾
患
総
合

対
策
」
の
早
期
確
立
を
目
指
し
て
署
名

活
動
に
積
極
的
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

�

（
工
藤
）

○
２
０
１
８
年
は
ど
ん
な
一
年
に
な
る

の
だ
ろ
う
。
昨
年
末
、
財
務
省
は
、
本

年
４
月
か
ら
透
析
に
関
わ
る
診
療
報
酬

の
引
き
下
げ
を
指
示
し
た
。
さ
ら
に
厚

今
後
の
活
動
予
定

１
月
２８
日
（
日
）

東
腎
協
第
１
３
３
回
理
事
会

１
月
２７
日
～
２８
日
（
土
・
日
）

全
腎
協
理
事
会

２
月
２５
日
（
日
）

東
腎
協
第
１
３
４
回
理
事
会

３
月
３
日
～
４
日
（
土
・
日
）

全
腎
協
理
事
会

３
月
１１
日
（
日
）

第
２９
回
腎
臓
病
を
考
え
る
都
民
の
集
い

３
月
１５
日
（
木
）

第
４７
次
国
会
請
願

３
月
２５
日
（
日
）

東
腎
協
第
１
３
５
回
理
事
会

３
月
２５
日
（
日
）

全
腎
協
臨
時
総
会

　１９７２年（昭和４７年）１１月１９日、
東京都腎臓病協議会（現、特定非
営利活動法人東京腎臓病協議会）
を結成しました。結成から４４年を
経過し、透析医療も格段に進歩し、
４０年を迎えている透析患者さんも
いらっしゃいます。
　その一方で社会保障制度、医療
費制度の削減が社会問題となって
おり、莫大な費用を要する透析医
療も安心してはいられない状況で
す。これからも医療機関、各企業、
患者団体と結束して活動すること
が大変重要と考えます。
　私どもの「命と暮らし」を守る
活動に賛同いただければ是非、賛
助会員として団体の活動を支えて
いただきたく心よりお願い致しま
す。

記
賛助会員会費：個人年額５,０００円、
団体年額　 １口１０,０００円／ １ 口以
上
※年 １回名刺広告を機関誌「とう
じんきょう」夏号に掲載させてい
ただきます。

特定非営利活動法人
東京腎臓病協議会

賛助会員入会のお願い
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労
省
は
生
活
保
護
費
と
母
子
加
算
の
大

幅
な
削
減
を
決
め
た
。
一
方
、
就
学
援

助
、
年
金
、
医
療
、
介
護
な
ど
社
会
保

障
制
度
は
削
減
さ
れ
、
ま
す
ま
す
国
民

生
活
は
苦
し
く
な
っ
て
行
く
と
い
う
。

新
年
の
大
企
業
経
営
者
の
「
高
景
気
予

測
」、
年
初
か
ら
の
株
価
の
高
騰
、
我

々
庶
民
に
は
他
人
事
に
し
か
聞
こ
え
な

い
の
が
本
音
で
は
な
か
ろ
う
か
。

東
腎
協
も
会
員
の
高
齢
化
、
役
員
不

足
で
組
織
拡
大
は
一
向
に
改
善
の
見
通

３０
年
透
析
会
員

名
前　

導
入
年
月
日　

患
者
会
・
透
析

施
設
名

堀
口
　
誠　

昭
和
４７
年
７
月
１２
日　

東

京
ネ
ク
ス
ト
内
科
透
析
ク
リ
ニ
ッ
ク

（
個
人
会
員
）

藤
本
　
勇
一　

昭
和
５８
年
７
月
１２
日　

新
中
野
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
会

小
川
　
啓
二　

昭
和
５８
年
１１
月
７
日　

新
中
野
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
会

大
蔵
　
史
子　

昭
和
６１
年
５
月　

吉
川

内
科
病
院
（
個
人
会
員
）

綿
　
佐
代
子　

昭
和
６２
年
２
月
２
日　

望
星
田
無
ク
リ
ニ
ッ
ク
友
の
会

青
木
　
厚
子　

昭
和
６２
年
２
月
４
日　

小
平
北
口
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
個
人
会
員
）

宿
野
部
武
志　

昭
和
６２
年
２
月
９
日　

腎
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
世
田
谷
患
者
友
の

会荏
原
　
弘
一　

昭
和
６２
年
３
月
４
日　

あ
け
ぼ
の
友
の
会

相
原
　
秀
子　

昭
和
６２
年
３
月
３１
日　

清
湘
会
記
念
病
院
腎
友
会

柳
生
　
幸
子　

昭
和
６２
年
４
月
１
日　

国
分
寺
こ
や
ま
腎
友
会

大
平
八
枝
子　

昭
和
６２
年
５
月
４
日　

松
和
患
者
会
西
新
宿
支
部

岡
田
　
孝
枝　

昭
和
６２
年
５
月
２３
日　

国
分
寺
こ
や
ま
腎
友
会

道
岡
　
勝
人　

昭
和
６２
年
６
月
１１
日　

虎
の
門
・
高
津
会
（
本
院
）

野
口
　
政
子　

昭
和
６２
年
６
月
１８
日　

小
笠
原
ク
リ
ニ
ッ
ク
友
の
会

青
嶋
　
玄
祥　

昭
和
６２
年
６
月
３０
日　

国
分
寺
こ
や
ま
腎
友
会

柴
田
美
由
紀　

昭
和
６２
年
７
月

聖
蹟
さ
く
ら
会

岩
城
　
正
明　

昭
和
６２
年
７
月
２
日　

赤
塚
幸
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
個
人
会
員
）

志
田
　
幸
子　

昭
和
６２
年
７
月
８
日　

吉
祥
寺
あ
さ
ひ
腎
友
会

板
橋
　
里
江　

昭
和
６２
年
７
月
２０
日　

吉
祥
寺
あ
さ
ひ
腎
友
会

戸
沢
　
幸
子　

昭
和
６２
年
７
月
３１
日　

聖
橋
ク
リ
ニ
ッ
ク
腎
友
会

春
山
　
竜
志　

昭
和
６２
年
８
月
７
日　

あ
け
ぼ
の
友
の
会

山
田
　
洋
子　

昭
和
６２
年
９
月
１６
日　

望
星
田
無
ク
リ
ニ
ッ
ク
友
の
会

細
田
貴
代
美　

昭
和
６２
年
１０
月
２６
日　

織
本
病
院
腎
友
会

海
老
田
真
紀　

昭
和
６２
年
１２
月
２８
日　

長
久
保
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
会

＊
一
部
透
析
歴
３１
年
、
３４
年
、
４５
年
の

方
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

し
が
立
た
な
い
。「
腎
臓
病
患
者
の
会
」

と
し
て
、
抜
本
的
に
活
動
・
組
織
の
在

り
方
を
見
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時

期
に
来
て
い
る
。
２
０
１
８
年
は
ま
さ

に
正
念
場
だ
ろ
う
。
改
め
て
気
を
引
き

締
め
て
事
務
局
も
そ
の
先
頭
に
立
っ
て

い
き
た
い
。�

（
板
橋
）

〈
事
務
局
雑
感
〉

○
新
年
の
仕
事
始
め
の
事
務
局
へ
、
あ

る
個
人
会
員
の
奥
様
か
ら
連
絡
が
あ
っ

た
。「
１
年
前
に
主
人
が
亡
く
な
っ
て

い
ま
す
が
、
そ
の
後
も
『
と
う
じ
ん
き

ょ
う
』を
読
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
」

と
丁
寧
な
謝
意
と
共
に
年
会
費
が
送
ら

れ
て
き
た
。
東
腎
協
の
会
員
と
そ
の
ご

家
族
を
繋
ぐ
大
切
な
機
関
誌
「
と
う
じ

ん
き
ょ
う
」
の
値
打
ち
を
改
め
て
思
い

知
ら
さ
れ
た
。�

（
白
坂
）

○
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
今
年
一
年
、
家
族
そ
し
て
会

員
の
皆
様
に
と
っ
て
平
穏
無
事
、
笑
っ

て
過
ご
せ
ま
す
よ
う
三
日
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
が
、
古
く
か
ら
「
厄
除
け

の
大
師
さ
ま
」
と
し
て
知
ら
れ
る
川
崎

大
師
に
初
詣
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
第

４７
次
国
会
請
願
署
名
も
続
々
と
事
務
局

に
届
い
て
い
ま
す
。
署
名
の
数
に
は
こ

だ
わ
ら
ず
、
た
と
え
一
筆
で
も
事
務
局

に
ご
返
送
下
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。�

（
松
山
）

浅
草
寺
の
仲
見
世
は
日
本
で
一
番

古
く
て
、
歴
史
の
あ
る
商
店
街
の
一

つ
で
す
。
今
の
仲
見
世
は
、
東
側
５４

店
、
西
側
３５
店
、
計
８９
店
の
店
舗
が

あ
り
商
店
街
の
長
さ
は
２
５
０
ｍ
で

す
。南

北
は
雷
門
か
ら
浅
草
寺
、
東
は

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
の
通
る
国
際

通
り
、
西
は
東
武
電
車
の
馬
道
ま
で

の
ん
び
り
散
策
の
で
き
る
色
ん
な
店

や
飲
食
店
が
あ
り
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と

し
て
有
名
で
す
。

表
紙
の
こ
と
ば


